横 崎 皇 月 の 生涯 に つい て 
寺 石 悦 章 

は じ め に 

筆者 は 別 稿 1I に お いて 、 槽 崎 皇 月 (1899-1974) に 関す る 資料 (書籍 ・ 雑 誌 ・ ウ ェ ブ 
サイ ト 等 ) 還 の の それ ぞ れ が 資料 的 に どの よう な 人 性質 の も の で あ 
る か を 検討 し た 2。 本 稿 で は その 成果 を 踏ま えな が ら 、 楠 崎 持 月 が どの よう な 人 生 を 送 
っ た の か を 明らか に する こと を 目的 と する 。 
人 
潔 過ぎ て 詳細 を 知る こと が で き な い 3、 多 少 詳し い 記述 が ある 場合 に は 、 いずれ も が 特 
定 の 時 期 の み を 取り 上 げた も の と な っ て お り 4、 生涯 全体 に 9 
いう 状況 に ある 。 し か も 、 資 料 相互 の 間 で 年 代 が 異な っ て いた り 、 前 後 関係 が 食い 違 
っ て いた りす る 場合 も ある 。 
楠 崎 の 生涯 に つい て 、 最も 豊富 な 情報 を 提供 し て くれ る 資料 は 、『 相 似 象 学会 誌 相 
似 象 5』 で ある 。 特 に 、 楠 崎 の 追悼 生 と な っ て いる [第 8 号 ] に は 、 楠 崎 の 生涯 に つい て 
の 記述 が 随所 に 見 られ る 。 し か し それ は 、「 構 崎 の 生涯 を た どる 」 と いう 視点 か ら す れ 
ば 「 読 む に 堪 えな いも の 」 と いっ て も 過言 で は な い 6。 そ の た め ペ ー ジ を 越え て 、 さ ら 
に は 号 を 越え て 、 随 所 に 散見 され る 構 崎 の 生涯 に つい て の 記述 を 拾い 上 げ 、 そ れ を 年 
代 順に 整理 する と いう 作業 が 必要 と な る 。 そ の 成果 を 示す の が 本 稿 の 目的 で あり 、 当 
然 の こと な ら が 、 利 用 で きる 他 の 資料 は 随時 利用 し て いる 。 

な お 本 稿 で は 、 出 典 や や 原文 を 容易 に 確認 で きる よう に 、 主 要 な も の に つい て は 敢 え 


1 [ 寺 石 2010]。 
2 特に 重視 し た の は 、 そ れ ぞ れ の 資料 の 内 容 が 独自 の 情報 か 、 他 の 資料 の 情報 に 基 づ 
いて いる か と いう 点 で ある 。 
3 [ 槽 崎 2006] の 巻末 お よび 、 お よび [ 午 崎 研究 所 ウェ ブサ イト ] の 「 著 者 略歴 」 な ど 。 
4 [深野 1993l[ 船 井 2004] な ど 。 

この 雑誌 に つい て は [ 寺 石 2010] を 参照 。 な お 、 第 10 号 以降 に な る と タイ トル が 『 潜 
象 物理 研究 相似 象 学会 誌 AA 
象 学会 誌 相似 象 』 に 統一 

は 『 相 似 象 学会 誌 oo 

に は 、 次 の よう に 記さ れ て いる 。「 一 般 常識 に 従い 、 彼 の 業績 や 生存 の 年 表 を つく る 事 
も 、 私 共 は 敢えて し な か っ た 。 そ うし た 紹介 の し か た が 、 彼 に 、 全 く ふ さわ し く な い 
と 思わ れる か ら で あ る 」。 そ も そ も [ 第 8 号 ] は 、 槽 崎 の 生涯 を 年 代 順 に 記す こと を 意図 
し て いな いと いう こと に 他 な ら な い 。 


て 本 文中 (で きる だ け 文 章 の 冒頭 ) に 出典 を 明示 する と いう 形 を と る こと に し た 。 


1 『 相 似 象 学 会 誌 相似 象 』 の 資料 的 性 質 に つい て 

すでに 別 稿 7 で も 論じ し た こと で ある が 、 我 々 が 利用 する こと の で きる 槽 崎 に 関す る 資 
料 は 少な い 。 特 に 、 本 稿 で 取り 上 げ る 「 槽 崎 の 生涯 」 と いっ た 、 楠 崎 に よる 研究 以外 
の テー マ と な る と 、『 相 似 象 学 会 誌 相似 象 』 が 、 あ る 程度 まとまっ た も の と し て は ほ 
と ん ど 唯 一 の 資料 に な る と いっ て も 過言 で は な い 。 それ 以外 の 資料 が 皆無 と いう わけ 
で は な い が 、 分 量 的 に も 、 また 記述 の 詳し さ に お いて も 、『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 に 
勝る も の は な いと いえ る 。 従っ て 本 稿 の 内 容 も 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 に 多く を 依 
存 せ ざる を 得 な い 。 

し か し 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』】 を その まま 利用 する こと に つい て は 、 不 安 な 点 も 
ある 。 主 要 な も の を 2 つ だ け 挙 げ て 、 こ こ で 確認 し て お こう 8。 

1 つ は 、『 相 似 象 学 会 誌 相似 象 』 の 事実 上 の 筆者 と いえ る 宇野 多 美恵 が 槽 崎 と 出 会 
っ た の が 、 槽 崎 が 死亡 する わずか 4 年 前 だ っ た と いう こと で ある 。 し か も 、 構 崎 が 病 
床 に 伏し て いた 最後 の 8 カ月 の 間 、 宇 野 は 家族 か ら 一 度 の 面会 も 許さ れ な か っ た と い 
う 9。 つ まり 宇野 が 直接 知る の は 構 崎 の 最 晩年 の 4 年 間 で し か な く 、 し か も 最後 の 8 
ヵ月 は 一 度 も 槽 崎 に 会 っ て いな い 。 当然 の こと な が ら 、 そ れ 以 前 の 出来 事 に つい て は 
直接 の 見 聞 で は な く 、 ほ と ん ど が 伝聞 か それ に 類する 形 で 得 ら れ た 情報 と いう こと に 
な る 。 数 十 年 前 と いう 話 も 多い か ら 、 話 す 側 の 記憶 違い も ある だ ろう し 、 記 憶 が 薄れ 
る こと も ある で あろ う 、 ま た 聞く 側 の 理解 が 誤る こと も ある で あろ 2 う 。 実際 、 宇 野 が 
記す 過去 の で き ご と は 時 期 や 内 容 が あい まい (ある い は 不正 確 ) な も の が 多く 、 和 不審 
な 点 も 少な く な い 。 

も う 1 つ は 、 和 宇野 が 槽 崎 を 「 崇 め て いる 」 姿 勢 が 強く 見 られ る こと で ある 。 構 崎 を 
偉大 な 人 物 と し て 記述 する の は 宇野 だ け で は な い 。 し か し 宇野 の 構 崎 に 対す る 崇め 方 
は か な り 強 烈 な も の と な っ て いる 。 特に 、 構 崎 の 追悼 生 と な っ て いる [第 8 号 ] で は 、 
槽 崎 の 死 を 嘆く と 共に 、 感 情 を こめ て 槽 崎 を 称え て いる 記述 が 多い 。 こ の よう な 姿勢 
が 、 事 実 を 意図 せ すず し て 但 曲 し て は いな いか 、 そ こま で いか な いと し て も 極端 な 表現 
に な っ て は いな いか と いっ た 不安 が ある 。 


7 [ 寺 石 2010]。 

8 構 崎 の 研究 に つい て 明らか に し よう と すれ ば 、 宇 野 が 研究 面 (実験 等 ) で は 槽 崎 の 
指導 を ほとん ど 受 け て いな か っ た らし いこ と が 、 最 大 の 不安 材料 と な る で あろ う 。 た 
だ し 本 稿 は 、 構 崎 に よる 研究 内 容 で は な く 、 彼 の 生涯 を 対象 と し て いる の で 、 こ の 点 
で の 不安 は あま り 大 き な も の で は な い 。 

9 | 第 8 号 : 116|。 こ の 点 に つい て は 後述 する 。 


と は いえ 、 こ の よう な 不安 が あり な が ら も 、『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 を 排除 し て は 、 
楠 崎 の 生涯 に つい て の 記述 は 成り 立た な いと いう こと も また 事実 で ある 。 従 っ て 筆者 
は 、 以 下 の 記 述 が 必ず や 正しい な ど と 主張 する つも り は な い 。 本稿 が 、 よ り 正 確 な 事 
実 が 明らか に な る た め の 叩 き 台 と な る こと が で きれ ば 幸い で ある 。 資料 間 に 食い 違い 
が 見 られ る 部 分 に つい て は 、 そ の すべ て を 併記 する こと を 心がけ た が 、 そ れ も 同 じ 理 
由 に よる も の で ある 。 


2 誕生 ~ 渡 満 (1899 年 て 1942 年 ご ろ ) 
2. 1 誕生 と 家族 
[第 8 号 : 120] に よる と 、 構 崎 (誕生 時 は 「 野 」) は 1899 (明治 82) 年 5 月 9 日 
に 、 母 親 の 実家 で ある 山口 県 東 萩 で 生ま れ て いる 。 半 年 後に 北海 道 に 帰っ て か ら 出 生 
を 届出 た た め に 、 戸 籍 で は 小樽 出生 と な っ て いる と の こと 10。 
祖父 ・ 槽 崎 寛 直 は 松下 村塾 の 出身 で あり 1、 長 野 県 令 を 頼ま れ た の だ が 、 県 令 が 単 
な る 知事 で やる こと を 知っ て 辞表 を 叩き つけ た と いう 。 大 審 院 判事 を 経た 後 、 羊 毛 の 
生産 や 大 規模 農業 を 行う た め に 北海 道 に 目 を つけ 、 開 拓 事 業 に 従事 する 。 本 宅 の 他 に 
数 ヵ所 の 別宅 を も っ て いた と いう 。 
この 構 崎 吉 直 は 、 娘 を 友人 の 息子 ・ 丸 野 軍 治 の も と に 嫁 が せ 、 や が て その 夫婦 の も 
と に 時 月 が 生ま れる 。 従 っ て 、 生 まれ た 当時 の 名 前 は 丹野 持 月 で あっ た 。 し か し 構 崎 
寛 直 に は 男子 が な か っ た こと か ら 、 夫 野 軍 治 が 構 崎 家 を 継ぐ こと と な り 、 有 凡 野 軍 治 は 
槽 崎 軍 治 に 、 息 子 の 野 時 月 は 楠 崎 時 月 と な っ て いる 。 
持 月 に は 、 兄 ・ 治 、 妹 ・ 寿 美子 が いた 12。 兄 ・ 治 は 仙台 二 高 か ら 東 北 帝 大 に 進学 し 
た らし く 18、 才 現 象 に つい て は 「 当 時 最高 の 研究 家 で あっ た 」 と 記さ れ て いる 。 し か 


10 [ 午 崎 2006] の 巻末 に は 、「1899 年 北海 道 札幌 市 生ま れ 」 と ある 。 ま た [ミキ た ん 
まい 工房 ウェ ブサ イト ] の 「 揃 崎 皇 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に は 「 明 治 82 年 (1899) 5 
月 9 日 山口 県 東 萩 の 実家 に て 出生 、 本 名 『 サ ツキ 』。 北 海道 札幌 市 で 育ち 祖父 の 事情 
に より 上 京 す る 」 と ある 。 

1 [ 構 崎 研究 所 ウェ ブサ イト ] に よれ ば 、 構 崎 の 指導 を 受け て 研究 に 従事 し た 松原 喜一 
は 、「 先 生 ( 楠 崎 の こと ・・ 寺 石 注 ) は 自分 の 素性 は 決 し て 言わ な い 人 で し た が 、 僕 は 
山口 県 の 吉田 松陰 の 松下 村塾 の 教え を 受け られ た 人 な の か な と 思っ た くら いで す 。 吉 
田 松 陰 を その も の で し た よ 」 と 述べ て いる の は 、 こ の こと と 関連 が ある の だ ろう か 。 

12 少年 時 代 に つい て は 数 々 の エピ ソー ド が 伝え られ て いる が 、 こ こ で は 割愛 する 。 

18 [第 8 号 : 1281 に 、 構 崎 持 月 に つい て 「 兄 ( 構 崎 治 氏 ) と 同じ く 、 仙 台 二 高 か ら 東 
北 帝 大 に 進学 する つも り で いた 」 と 記さ れ て いる 。 


お に 妹 ・ 寿 美子 は 後 ( 
、 少 な く と も 時 月 の 遇 年 まで は 生存 し て いた らし い 5。 
SNP RE 

た 16@」 と され る 。 


に 結婚 し て 羽田 寿美 子 と な 


2.2 中 学校 卒業 (< 軍隊 生活 )~ 日 本 石油 

[第 8 号 : 1281 に よる と 、 構 崎 皇 月 は 中 学卒 業 後 、 兄 と 同様 に 仙台 二 高 か ら 東 北 帝 大 
に 進学 する つも り で いた 。 し か し 受験 を 終え た 翌日 、 午 後 か ら 体 格 検査 と いう 時 に 
松島 で 遊ん だ 際 の 船 の 事 逆 の た め に 遅刻 し て し まい 、 失 格 と な っ て し まう 。 そ し て そ 
の まま 上 京 し て 、 日 本 で 最初 の レン トゲ ン の 研究 者 で ある 河 喜 多 氏 な る 人 物 18 に 出 会 
い 、 彼 が 設立 し た 日 本 電子 工業 の 電気 の 専門 学校 に 学 選 こと に な っ た の だ と いう 。 河 
喜多 氏 な る 人 物 に 会 っ た の は 、[ ミ キ た ん まい 工房 ウェ ブサ イト ] の 「 構 崎 皇 月 氏 プ ロ 
em の の 

た だ し [ 午 崎 2006] 巻 末 の 「 著 者 略歴 」 に は 、「1917 年 中 学校 卒業 後 1 年 志願 兵 に 
応募 し 軍隊 生活 ・ 少 尉 任官 」 と あり 、「 そ の 後 、 日 本 電子 工業 の 電気 の 専門 学校 に 学ぶ 」 
と 記さ れ て いる 。 も し も この 見 解 に 従い 、 軍 隊 生 活 が 1 年 間 あ っ た と すれ ば 、 中 学校 
卒業 直後 で は な く 、 そ の 1 年 後に 日 本 電子 工業 の 専門 学校 に 入学 し た こと に な る 。 ま 
た 専門 学校 入学 は 1918 年 と いう こと に な る だ ろう 25。 


14 [第 8 号 : 115|。 
15 後述 する よう に 、 羽田 寿美 子 は 兄 の 晩年 に 彼 を 入院 させ る よう に 
人 に 拒否 され て いる 。 構 崎 は 「 人 事 を つく し て 天命 を まつ 」 の 心境 を 告げ た が 、 妹 は 
「 ち っ と も 人 事 な ん か 、 つ くさ れ て いな じゃ な い の ?」 と 抗弁 し た と いう エピ ソー ド 
が 伝え られ て いる (人 ([ 第 8 号 : 286])。 

16 [第 8 号 : 123]。 
17 筆記 試験 と いう 意味 で あろ う 。 
18 この 人 物 も 、 ま た 彼 が 設立 し た と 


家人 に 懇 請 し 、 家 


いう 会 社 ・ 学 校 も どの よう な も の で ある か 、 筆 者 
に は 不明 で ある 。 こ の 人 物 が 日 本 電子 工業 を 設立 し た と ある が 、 現 在 の 日 本 電子 工業 
株 式 会 社 は 、 1957 年 に 日 本 電子 株 式 会 社 か ら 分 社 独立 し た 会 社 で ある 。 日 本 電子 株 式 
会 社 の 方 も 設立 は 1949 年 、 そ の 前 身 と な る 会 社 も 1946 年 の 設立 で ある 。 名 称 が 類似 
する 日 本 電子 専門 学校 の 設立 も 1951 年 で や り 、 い ずれ も 1917~1918 年 ご ろ に は 存 
提 計 NN 


9 [ ミ 


年 (1917) 


学ぶ 、 


キ た ん まい 工房 ウェ ブサ イト 


日 


河 喜 多 氏 (レン トゲ ン 研 究 家 ) の 知遇 に より 日 
本 石油 で 『 絶 緑 油 』 開発 に 着手 」 と ある 。 


0 0 


本 電子 工業 ・ 


人 


回 


[第 8 号 : 711 に よる と 、 構 崎 は 日 本 石油 20 と 契約 を 結び 、 当 時 は 輸入 に 頼ら ざる を 
得 な か っ た 特殊 絶縁 油 を 20 代 で 開発 し 、 事業 化 に 成功 し て いる 31。 [ 槽 崎 2006] 巻 末 の 
「 著 者 略歴 」 に は 、「 日 本 石油 と 契約 を 結び 20 代 で 特殊 絶縁 油 を 開発 、 事 業 化 する 」 
と ある 。 

[第 8 号 : 115| に よる と 、 構 崎 持 月 は 兄 ・ 治 と 共に 雷 現象 に つい て 実験 を 重ね て いた 
が 、 前 述 の よう に 兄 は その た め に 犠牲 と な っ た と いう 。 ま た 時 月 も 二 度 、 心 臓 に 5 万 
ボル ト 、30 万 ボル ト の 高圧 電流 を 受け て 失神 し て いる 22。 


2.3 大 日 本 炭 油 

[第 8 号 : 711 に よる と 、1941 て 1942 年 に 大 日 本 炭 油 で 亜 炭 を 原料 と する 人 人造 石油 
を 精製 する 研究 を 始め る が 、 こ の 技術 が 軍 に 認め られ る 28。[ 槽 崎 2006] 巻 末 の 「 著 者 
略歴 」 に も 、「1941 て 42 年 『 大 日 本 炭 油 』 で 亜 応 を 原料 と する 人 人造 石油 を 精製 する 
研究 を 始め る 」 と ある 。 

[第 8 号 : 711] に よる と 、 あ る 日 、 東 北 線 平 近 く の 原 町 24 の 彼 の 工場 に 、 和 突然 、 首 相 
で あっ た 東条 英機 5 自ら が 構 崎 の も と を 訪れ 、 東 条 の 懇 請 を 受け た と いう 。 こ うし て 、 
彼 は 満州 に 渡る こと に な る 。 


3 満州 に て (1943 年 ご ろ ~1945 年 ご ろ ) 
3. 1 製鉄 試験 所 長 ? 

[第 8 号 : 711 に よる と 、 構 崎 は 1943 年 に 陸軍 省 か ら の 要請 を 受け 、 満 州 の 製鉄 試 
験 所 長 と し て 赴任 し て いる 。 そ し て 現地 で 、 貧 鉄 か ら 品 質 の 高い 鋼 の 製造 に 成功 し た 
と いう 。 ま た 軍 の 特務 研究 に 従事 し た と され る 。【 第 8 号 : 7Z] は 、 槽 崎 の 肩書 を 満州 に 
お ける 陸軍 技術 研究 所 長 と し て いる 。 また [ 槽 崎 2006] 巻 末 の 「 著 者 略歴 」 に も 、「1943 
年 陸軍 省 か ら 要 請 を 受け 満州 の 製鉄 試験 所 長 と し て 渡 満 。 貧 鉄 か ら 品 質 の 高い 鋼 の 


20 日 本 石油 は 有限 会 社 と し て 1888 年 に 設立 され て いる 。 後 に 日 本 石油 株 式 会 社 と な 
り 、1999 年 に 三菱 石油 株 式 会 社 と 合併 し 、 日 石 三菱 株 式 会 社 と な る 。2002 年 に 社名 
を 変更 し 、 現 在 は 新 日 本 石油 株 式 会 社 。 

21 上 述 の 専門 学校 を 終え て か ら 、 初 め て 本 格 的 な 研究 生活 に 入っ た と すれ ば 、20 代 
と ある の は 20 代 後 半 で ある 可能 性 が 高い 。1920 年 代 後半 の こと で あろ うか 。 

22 時 期 は は っ きり し な い が 、 上 述 の 専門 学校 を 終え て 以後 、 満 州 に 渡る 前 の お よそ 
20 年 の 間 の こと で あろ う 。 

28 楠 崎 が 40 て 41 歳 ご ろ の こと と いう こと に な る 。 

24 「 東 北 線 平 附近 原町 」 と ある が 、 常 骨 線 で は な い だ ろ うか 。 

25 陸軍 の 軍人 。 関東軍 参謀 長 や 陸軍 大 臣 な ど を 務め 、1941 年 か ら 首 相 。 


製造 に 成功 。 軍 の 特務 研究 に 従事 」 と ある 26。 

[ 阿 基 1981 : 461 に は 、 楠 崎 の 娘 の 発言 と し て 次 の よう に 記さ れ て いる 27。「 軍 の 内 密 
の 命令 に より 、 今 で いう 原子 カー 父 は "質量 勢力" と いっ て いた が - そ の 基礎 研究 の よう 
な も の を や る た めで あっ た 。 も っ と も 表向き は 製鉄 試験 場 と いう こと で 、 貧 鉄鉱 か ら 
良質 の 鉄 を 精錬 する 研究 な ども 行っ て いた 。」 これ が 事実 だ と すれ ば 、 構 崎 は 原子 力 を 
使っ た 技術 開発 に 携わっ て いた こと に な る 。[ 阿 基 1981 : 46] で は 引き 続き 、 こ の 点 に 
つい て の 検討 が 行わ れ て いる 。 そし て 住所 な ど を 手掛かり に 、「 構 崎 の 研究 所 に 駐屯 し 
て いた 舞台 は 関東 軍 直 轄 の 独立 勤務 第 一 中 隊 で ある こと が 判明 し た 」 と し て いる が 、 

「 実 際 に 原子 力 の 秘密 研究 が 行わ れ た か どう か は 不明 で ある 」 と いう 。 


3.2 イヤ シロ チ ( ? ) と の 出会い 

この 時 点 で 、 構 崎 は まだ カタ カム ナ と は 出会っ て いな い 。 し か し 後に カタ カム ナ の 
解読 に よっ て 知る こと に な る イヤ シロ チ と いう 概念 に 相当 する も の を 、 体 験 か ら 学 ん 
で いた らし い 328。 

[第 4 号 : 198-194] に は 次 の よう に 記さ れ て いる 。「 そ も そ も 構 崎 が 、 こ の よう な 意 
味 の 環境 (イヤ シロ チ 等 の こと ・‥・: 寺 石 注 ) の 存在 に 、 ハ ッ キ リ と 気付 いた の は 、 「 
戦前 、 満 州 に 於 ける 、 製 鉄 研究 の 時 代 で あっ た 。 当時 、 い くつ か の 異な る 場所 で 、/ 
規模 の 溶鉱炉 で 、 実 験 的 に 製造 し て いた と ころ 、 闘い 
も 関わ ら ず 、 生 産 する 場所 に よっ て 、 出 来 上 が り に 甚だ し い 差 の ある 事 を 発見 し た 。 
ある 場所 の 製品 は 、 い つも 優秀 で ある が 、 あ る 場所 の も の は 、 不 揃 ひ で 不良 品 が 多く 
出る 。 い くら 検討 し て も 、 資 材 も 方 法 も 変ら ぬ の で 、 不 審 に 思っ て 居 た が 、 あ る 日 、 
ふと 気がつい た 事 は 、 い つも 優良 品 を 生産 する 場所 に は 、 周 囲 に 、 再 々 と 樹木 が 繁茂 
し て 居る が 、 そ れ に 対し 、 き まっ て 不良 品 を 多く 出す 場所 の 辺り は 、 雑 草 も 生え ぬ 一 
面 の 荒地 だ と いふ 事 で あっ た 。 植 物 の 生育 を 活性 に する 環境 に は 、 製 鉄 の 工程 の 上 に 
も 作用 を 及ぼ す 、 何 か の カカ が ある の で は な いか ?・・-」 


26 [ミキ た ん まい 工房 ウェ ブサ イト ] の 「 槽 崎 時 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に は 、「 昭 和 18 
年 (1943) 福島 県 相馬 郡 に 亜鉛 か ら 人 人 造 石油 を つく る プラ ント 工場 を 設立 する が 、 

実用 化 以前 に 東条 英機 の 悲願 要請 に より 満州 吉林 省 河北 の 陸軍 製鉄 技術 試験 場 の 所 長 
と し て 赴任 。 貧 鉄鋼 か ら 良 質 の 鉄 を 作る 研究 の 為 の 陸軍 の 製鉄 所 の 建設 地 の 決定 の 為 

に 大 地 電 気分 布 の 構造 を 実測 」 と ある 。 

5 
と 表記 され て いる 。[ 阿 基 1981 : 44| に は 、 構 崎 の 娘 に よる 証言 は 「 武 田 洋一 氏 取 材 」 
と ある 。 
28 イヤ シロ チ に つい て は [ 寺 石 2010] を 参照 。 


本 


[第 8 号 : 711] に よる と 、 満州 時 代 、 同じ 材料 で 、 同じ 製法 で 作る 鉄 の で き あ が り が 、 
場所 に よっ て 違っ て いる こと に 気付 いて いた 。 よ ゆい 製品 を 出す 溶鉱炉 の 周辺 に は 植物 
が 繁茂 し 、 悪 い 製 品 を 出す と ころ は 、 周 囲 の 荒地 に 雑草 すら 育っ て いな か っ た と いう 。 

[第 7 号 : 1171 に よる と 、 II こ 、 陸 軍 が 企画 し た 当時 東洋 一 の 
製鉄 所 建設 地 を 決定 する た め に 、 大 地 電 気分 布 構造 を 実測 し た 技術 者 が いた 。 彼 ら は 
作物 の 優勢 生育 2 育 地帯 と が 、 一 種 の 方 向 性 を も っ て 規則 的 配列 する 現 
象 を 発見 し て いた と いう 。 


3.3 薦 有 三 と の 出会い 

後に 楠 崎 を カタ カム ナ 研 究 に 向け る 伏線 と な っ た 出来 事 と いえ る の が 、 席 有三 ( ら 
うさ ん ) と の 出会い で ある 。[ 構 崎 2006] 巻 末 の 「 著 者 略歴 」 に は 、「1944 年 吉林 ・ 
老子 具 で 工 有 三 導師 に 会 い 老子 の 思想 に 触れ る 。 こ と に その 宇宙 観 に 深い 感銘 を 受け 
る 」 と ある 29。 以 下 で は [第 8 号 : 85-89] に 従っ て 、 槽 崎 と 六 有 三 の 出 会 い に つ いて 紹 
人 する 。 

二 次 世界 大 戦中 、 槽 崎 は 陸軍 の 製鉄 所 長 と し て 吉林 に いた 。 当 時 、 満 州 人 の 労働 
者 に つい て は 、 日 本 人 と 対等 に 扱わ かない の が 当然 と され て いた よう だ が 、 構 崎 は 彼ら 
に 対し て も 心 を 配っ て いた らし い 。 地 元 の 娘々 の 祭礼 の 日 、 満 州 人 の 職工 た ち が 祭 
礼 に 参加 し よう と すれ ば 、 午 後 の 仕事 を 休む 必要 が あっ た 。 し か し そう すれ ば 、 給 料 
は 半日 分 カッ ト さ れ て し まう 。 そ こ で 楠 崎 は 自ら 娘々 誠に 語 で 、 彼 ら に 供 を させ た と 
いう 。 つ まり 娘々 応 に 語 で る こと を 、 仕 事 の 一 環 に し て し まう と いう 粋 な は か らい で 
ある 。 そ うす る こと で 、 彼 ら に も 一 日 分 の 日 当 を 与え た と いう 。 ま た 楠 崎 は 、 日 本 人 
と し て 初め て 多額 の 寄進 を し た 。 そ の こと に より 、 人 々 の 信望 を 集め て いた 凛 有 三 と 
いう 名 の 老師 の 部 屋 に 招 か れる こと に な る 389。 

この 時 の 、 老 師 は 自ら 泉水 を 鉄製 の 釜 に 流 み 、 た っ た 数 枚 の 木の葉 を も ん で 点火 し 
た 。 お わずか 数 枚 の 木の葉 だ け で ある に も か か わら ず 、 そ の 茶 が 非常 に 熱かっ た こと か 
ら 、 槽 崎 は 強い 関心 を も っ た 。 ま た 、 軍 関係 者 も ほとん ど 知 ら な か っ た ドイ ツ の V2 
ロケ ッ ト の こと も 、 老 師 は 知っ て いた と いう し 、 楠 崎 が 訪れ る 時 は 、 老 師 は いつ も 山 


29 [ミキ た ん まい 工房 ウェ ブサ イト ] の 「 槽 崎 持 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に は 、「 昭 和 19 
年 (1944) 吉林 で 慮 有三 (90 歳 位 ) 老子 教 老師 と 会 い 古伝 (日 本 の 超 古 代 文明 ) ( 
つい て 知る 」 と ある 。 

30 [第 8 号 ] で は 、 薦 有三 を 始め に 「 老 子 教 道 士 」 と し な が ら も 、 そ の 後 「 道 士 」 と い 
う 呼 称 は 用 いて いな い 。 ま た 、 住 ん で いる 場所 を 「 寺 」 と 呼 尽 な ど 、 道 教 と 仏教 の 混 
消 が 随 処 に 見 られ る 。 こ こ で は 一 応 、 有 三 を 「 老 師 」、 住 ん で いる 場所 を 「 寺 」 と し 
で 9 く 。 


閉 の 所 で 迎え に 出 て いた と いう 。 あ る 時 な ど 、 構 崎 は 敢えて 裏山 の 方 か ら 行っ て みた 
の だ が 、 す る と 老師 は 裏門 で 待っ て いた と いう 不思議 な エピソード が 伝え られ て いる 

驚く べき 識見 と 人 格 の 高 さ 、 さ ら に は 不思議 さ な ど に 打 た れ た 構 崎 は 改め て 入門 を 
を を い 、 敗 戦 で 引き 上 げ る まで 親交 を 結ん だ 。 両 者 は 最初 こそ 通訳 を 介し て いた が 、 そ 
の 後 は 石板 を 使っ た 筆談 に よっ て コミ ュ ニ ケー ショ ン を と っ た らし い 。 そ の 中 で 老師 
は 槽 崎 に 、 上 古代 の 日 本 に 「 ア シヤ ャ 族 」 と いう 高度 の 文明 を も つ 種 族 が 存在 し て いた 
こと 、 彼 ら が 「 八 鏡 の 文字 な る も の を 創り 、 さ ま ざ ま な 生活 技術 を 開発 し て いた こ 
と な ど を 語っ た と いう 。 常 識 に 反する こと で あっ た が 、 こ れ ま で の 経緯 も あっ た た め 、 
楠 崎 は 老師 を 疑わ な か っ た 。 

[第 3 号 : に は 次 の よう に ある 。「 構 崎 は か つて 在 満 当 時 、 シ ナ の 老子 教 の 道士 の 
間 に 、 老子 の 言葉 と し て 、『 日 本 の 上 古代 に 、 ア ジア 族 が 存在 し 八 鏡 の 文字 を 使 ひ 、 特 
殊 の 鉄 を つく り 、 高 度 の 文明 を も っ て 居 た 。 そ れ が 神農 氏 ら に よっ て 伝 へ られ て シナ 
の 文化 の も と に な っ た 』 と 、 秘 か に 伝承 され て 居る こと を 、 護 有三 老師 より 直接 聞い 
て いた の で (中 略 ) 箇 来 20 余年 を 、 そ の 解読 と 、 内 容 の 追 体験 に 従事 し た の で あっ 
た 。」 


3.4 終戦 と 帰国 

[第 8 号 : 711 に は 、 構 崎 は 戦争 で 多く の 部 下 や 、 唯 一 の 息子 を 失っ た と ある 31。 
[第 8 号 : 871] に よる と 、 攻 有 三 老師 は 、 和夫 行き 倒れ た 多く 
の 日 本 人 を 寺内 に 葬っ た と いう 。 ま た 楠 崎 ら の 帰国 の た め に 、 配 下 の 満州 人 を 動か し 
2 了 食糧 や 金品 を まわ し た りす る な ど 、 力 を 貸し て く 

帰国 後 、 槽 崎 は 謝意 を 伝え よう と し た が 、 雇 の 主 は 変わ っ て お り 、 そ の 消息 は わか 
ら な か っ た と い 2 う 。 
槽 崎 2006] 巻 末 の 「 著 者 略歴 」 に は 、「1945 年 帰国 」 と ある 。 


ーー 


4 化成 会 と カタ カム ナ (1945 年 ご ろ て 1960 年 ご ろ ) 

4.1 終戦 直後 

終戦 直後 の 楠 崎 に つい て の 情報 は 、 ほ と ん ど な い 。 

[第 8 号 : 101 に よる と 、 終 戦 直 後に 楠 崎 は 、 彼 を 頼っ て くる 部 下 た ち を 収容 する た 
め に 、 習 志野 の 軍用 地 の 払い 下げ を 受け 、 農 業 を や ら せ て いた 。 そ し て 故郷 と 連絡 の 
つい た 者 の 土地 は 構 崎 が 買い 取り 、 帰 卿 の た め の 費 用 と し て 持た せ て いた と いう 。 


4.2 星 一 と 化成 会 の 結成 


3 名 前 は 朝 弥 と 記さ れ て いる (([ 第 8 号 : 120])。 


や が て 槽 崎 は 星 一 と いう 人 物 と 出会う 。 こ の こと に より 、 再 び 研 究 生 活 に 戻る こと 
が で きた らし い 。 星 と の 出会い 、 また 彼 か ら の 援助 を 受け た 時 期 に つい て は 、『 相 似 象 
学会 誌 相似 象 』 を 始め と する 多く の 資料 が 「 終 戦後 」、 の よう な 書き 方 を し て いる 。 
し か し [ミキ た ん まい 工房 ウェ ブサ イト ] の 「 構 崎 丘 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に よれ ば 、 
星 一 の 援助 を 受け た の は 1945 年 8 月 18 日 の こと だ と いう 32。 

戦争 中 、 ど の 国 で も 軍隊 は 国内 の (時 に は 国外 の ) 最高 の 技術 者 た ち を 招き 入れ 、 
厚遇 し て いた 。 技術 者 相互 の 関係 に つい て は 不明 な 点 が 多い が 、 最 高 の 技術 者 た ち が 
協力 し 合う 体制 が 作ら れ て いた らし い 。 そ し て 構 崎 は 、 そ の よう な 技術 者 集団 の リー 
ダー 格 で あっ た と 見 られ る 。 

し か し 戦争 が 終わ る と 、 そ の よう な 技術 者 た らち は いずれ も 任務 を 解 か れる こと に な 
る 。 要 は 失業 で あり 、 日 本 が 誇っ た 技術 者 集団 は 必然 的 に 解散 に 追い 込ま れ 、 優 秀 な 
技術 者 が 次 々 アメ リカ な どの 戦勝 国 に 引き 抜か れる と いっ た 状況 が あっ た と いう 。 

この よう な 状況 を 憂い て いた 人 物 の 一 人 が 、 星 製薬 の 創設 者 で 、 星 薬科 大 学 の 創立 
者 、 さ ら に 衆議院 議員 と 参議 院 議員 の 双方 を 務め た 星 一 8 (ほし は じ め 、1878-1951) 
で あっ た 。 彼 は 構 崎 を 中 心 と する 陸軍 系 の 技術 者 集団 を 経済 的 に 支援 し 、 メ ン バ ー の 
離散 を 阻止 し た だ け で な く 、 そ こ に 海軍 技術 研究 所 長 の 徳永 と いう 人 物 34 を 加え る な 
ど 、 一 層 の レベ ル ア ッ プ を 図っ た 85。 こ うし て 誕生 し た 新た な グル ー プ は 化成 会 と 称 
し て いた 386。 


32 「 昭 和 20 年 (1945) 終戦 の 年 の 8 月 13 日 、 衆院 議員 で も あっ た 星 一 氏 の 援助 を 
うけ 、 五 反田 の 星 製薬 内 に 重 崩 波 研究 所 を 置く 。 旧 海軍 技術 研究 所 の 軍 関 係 者 や 技術 
者 と 『 化 成 会 』 創設 する 」 と ある 。 こ の 記述 が 正しい と すれ ば 、 終 戦 (厳密 に は 8 月 
15 日 ) 以前 の で き ご と と いう こと に な る が 、 敗戦 を 見 越し て の 申し 出 だ っ た の だ ろう 
か 。 も し も この 時 期 に 構 崎 が 帰国 し て いる と すれ ば 、 帰 国 も 敗戦 後 で は な く 、 戦 争 中 
ど ご MD と と に な る 。 

38 1947 年 まで 衆議院 議員 を 務め 、 同 じ 年 に 参議 院 議 員 と な っ て いる 。 野口 英世 の パ 
トロ ン で も あっ た と いう 。 な お 、 小 説 家 の 星 新 一 (本 名 : 親 一 ) は 彼 の 息子 。 

34 終戦 時 に 海軍 技術 研究 所 所 長 で あっ た 徳永 栄 だ と 思わ れる 。 

35 [第 8 号 : 7|。 な お 【 槽 崎 2006] 巻 末 の 「 著 者 略歴 」 に は 、「1947 年 星 製薬 の 創 
設 者 で あり 参議 院 議員 の 星 一 (ほし は じ め ) 氏 の 要請 に より 『 新 し い 農 業 技術 』 の 
研究 (戦後 復興 の 一 手段 と し て 工業 用 原材料 の 生産 を 主 と した 農業 を 拡大 する 為 の 『 植 
物 波 農業 』 の 研究 ) お よび 大 地 電 位 の 分 布 実測 調査 を 開始 する と 共に 重 時 波 の 研究 に 
た ず さ わ る 」 と ある 。 

36 | 第 8 号 : 1 に よれ ば 、 構 崎 は 1970 年 に 文部 省 教 育 会 館 で 行っ た 考古 物理 学 連続 講 
演 会 に お いて 、 化 成 会 結成 の こと を 述べ て いる 。 な お [第 8 号 : 7 に よれ ば 、 化 成 会 の 


4.3 地下 潜伏 
槽 崎 を 中 心 に 新た に 結成 され た この グル ー プ は 、 リ ー ダ ー で ある 構 崎 の み が 表 に 出 
る も の の 、 他 の メン バー は 地下 に 潜伏 し 、 研 究 内 容 も 伏せ る と いう 方 針 を と っ た 。 こ 
の よう な 方 針 を と っ た 理由 は いろ いろ あっ た よう だ が 、 そ の 1 つ は メン バー の 身 の 安 
全 を 考え て の こと で あっ た らし い 。 

[第 8 号 : 8 に よる と 、 構 崎 た ち は 戦争 で 生き 残っ た 仲間 た ちと 「 無 我 協同 体 」 を 結 
成 し た と いう 。 こ こ で いう 「 無 我 協同 体 」 と は 、 名 を 求め ず 、 研 究 成果 の 対価 を 求め 
ず 、 研 究 家 と し て の 能力 を 奉仕 し て 、 将 来 の 日 本 に 必要 な も の を 造り 上 げ 、 や が て 国 
家 が それ を 必要 と する 時 に は 、 そ の 成果 を 無償 で 提供 する こと を 碑 っ た 、 我 の 無い 協 
同 活動 体 ど っ た と いう 。 こ の よう に 故 っ た グル ー プ の メン バー た ち で あれ ば 、 外 国 か 
ら の 技術 者 招 際 を 拒ん だ の も 当然 だ と いえ る 。 

[第 8 号 : 105| に よる と 、 こ うし た 考え の も と 、 構 崎 の 第 一 の 部 下 で あり 、 か つて は 
海軍 の 技術 研究 所 の 所 長 だ っ た 徳永 と いう 人 物 が 、 敗 戦後 に ソン 連 37 か ら 声 を か けら れ 
た も の の 、 そ れ を 拒否 し た た め に 殺さ れ て し まっ た と いう 38。 こ うし た 事件 が あっ て 
以来 、 研究 グ ルー プ の メン バー は いっ そう 用 心 深 く 地 下 に 潜り 、 研 究 内 容 と 自身 の 保 


名 称 は 「 変 化 生 成 」 の 略 だ と いう 。 [ 槽 崎 研究 所 ウェ ブサ イト ] の 松原 は 、 化成 会 の 「 化 
成 」 に つい て 、「“ 生 物 の 変化 生成 で 成長 する ” と いう 原語 を 略し て 名 づけ られ た 」 と 
述べ て いる 。 

37 [第 8 号 : 105! に は 「 ロ シヤ 」 と ある が 、「 ソ 連 」 に 改め た 。 

38 事件 は 、 世 間 的 に は 交通 事 逆 と し て 処理 され た と いう 。 そ の 後 、 構 崎 は 徳永 未亡人 

に 月 々 生活 費 を 送っ て いた が 、 こ の こと は 一 切 、 家 人 に も 秘 さ れ て いた 。 し か し その 
事実 が 知ら れる よう に な っ た 際 、 思 わ ぬ 誤 解 を 生ん だ と ある 人 [第 8 号 : 105])。 た だ 
し この 内 容 に は PO Eg 性 が ある 。 

前 述 の 通り 、「 徳 永 と いう 人 物 」 は 「 海 軍 技術 研究 所 所 長 」 と いう 肩書 か ら 徳 永 栄 ( 終 
計 し か し 彼 は 1974 年 まで 生存 し て いる た め 、「 敗 戦後 」 
に 殺さ れ た と いう 表現 は ふさ わし く な い 。 ま た 松原 は 、 構 崎 研究 所 の ウェ ブサ イト に 
掲載 され て いる 話 の 中 で 、「 そ の 頃 、 化成 会 の 仲間 の 方 で 人 体 波 健康 法 の 研究 を し て お 
られ た 海軍 出身 の 医師 の 徳永 さん 、 林 さん と 楠 崎 先 生 と が よく お 話 を し て いた の を 覚 
えて いま す 」 と 語っ て いる が 、 こ の 中 の 「 海 軍 出 身 の 医 師 の 徳永 さん 」 が 本 文中 で 述 
べた 徳永 で ある 可能 性 は 高い 。 松原 が 構 崎 と 初め て 会 っ た の は 「 昭 和 28 年 (1958 年 )」 
と 語っ て いる か ら 、 そ の 時 点 で 徳永 と いう 人 物 (徳永 栄 で は な いと し て も ) は 生存 し 
て いた こと に な る 。 構 崎 の 部 下 の 一 人 が ソ連 に よっ て 殺さ れ た と いう こと が 事実 で あ 
っ た と し て も 、 殺 され た の は 別人 だ っ た の で は な いか と 推測 され る 。 


全 を 自衛 せ ざ る を 得 な か っ た 。 楠 崎 自 身 も GHQ か ら 誘い が か か っ た が 、「 部 下 ま か せ 
の 無能 な 所 長 」 と 思い こま せ た り 、 科 学 新聞 の 記事 を 「 別 人 で し ょ う ・‥:・」 と と ぼけ 
通し た り し て 逃げ 切っ た の だ と いう 。 

地下 に 潜っ た 理由 は 他 に も あっ た 。 [第 8 号 : 6 に は 次 の よう に ある 。「 私 達 が 、 研 
究 途 上 の 技術 を 金 に 換え る 方 法 は いく ら で も あり な が ら 、 用 心 深 く 、 ひ た すら 研究 内 
容 を 秘匿 し て 来 た の は 、 威 力 的 な 天然 の 利器 が 整備 され る まで 、 そ の 技術 を スト ッ ク 
する 事 が 最も 必要 で あり 、 そ れ が 、 私 達 の 軌道 修正 運動 の ポテ ン シ ャ ル を 高め る 所 以 
で ある と 考え た か ら で あ る 。」 

[第 8 号 : 100 に よれ ば 、 国 家 や 民間 の 援助 を 求め た と すれ ば 、 出 資 者 に 気に入る よ 
うな 過 早 発表 を し な けれ ば な ら な く な る 上 に 、 研 究 内 容 は 制約 され 、 監 視 さ れ 、 期 限 
を 要求 され る な ど 、 種 々 の 間 題 が 起き る こと を 懸念 し た らし い 。 ま た 研究 内 容 の スケ 
ー ル か らし て 、 各 国 の スパ イ や マス コミ な ど を 避 ける 必要 も あっ た と いう 。 そ の た め 
に 構 崎 は 、 資 金 の 援助 を 他 に 求め ず 、 自 分 ひと り が 表 に 立っ て 責任 を 負い 、 他 の メン 
バー は 地下 に 潜る 体制 が 、 研 究 遂 行 の 安全 を 守る と 判断 し た の だ と いう 989。 

[第 8 号 : 82|1 に は 次 の よう に ある 。「 彼 の や り 方 は 、 研究 テー マ に よっ て 、 グ ルー プ 
の 中 か ら 適 当 な 担当 者 を 決め 、 指 示 は 与え る が 存 分 に 研究 させ 、 彼 一 人 が 全体 を 総括 
し 、 必 要 以 外 に 、 メ ン バ ー 相 互 の 横 の 連絡 は も た せな か っ た 。 能力 の 高い 研究 家 と 
いう も の に は ヘン チク リン な 奴 が 多く て 、 純 情 な ん だ が つむ じ 曲 が り で 、 人 み し り で 、 
人 づき は 悪く 、 めい めい に 意地 や メン ツ が あり ます サ 』 と 彼 は 笑っ て いた が ) 、 優 れ た 
研究 家 に あり が ちの 特異 な 気質 を 把 ん だ この よう な 指導 法 に より 、 彼 一 人 が 表 に 立ち 、 
全 責 任 を 以 っ て 一 切 を 呑み こみ 、 三 十 年 間 ト ラブ ル を 起 さ ず 、 メ ン バ ー の 能力 を 最高 
に 発揮 させ る 事 に 成功 し 、 最 も 能率 よく 研究 成果 を あげ 得 た の で あっ た ・・・。」 


4.4 農業 技術 の 開発 

[ 槽 崎 2006] 巻 末 の 「 著 者 略歴 」 に よる と 、 こ の よう な グル ー プ に 星 一 が 要請 し た 
の は 、「 新 し い 農 業 技術 」 の 研究 (戦後 復興 の 一 手段 と し て 工業 用 原料 の 生産 を 主 と し 
た 農業 を 拡大 する た め の 「 農 業 波 農法 」 の 研究 ) と 、 大 地 電位 の 分 布 実測 調査 の 開始 、 
そし て 重 崩 波 の 研究 だ っ た と いう 。 


39 槽 崎 が 星 の 援助 を 受け て いた こと は [第 8 号 ] な ど に も 明記 され て いる 。 また [ 午 崎 研 
究 所 ウェ ブサ イト ] の 松原 は 、 化 成 会 に つい て 「 大 変 な 人 脈 で 、 政 治 家 、 大 学 教授 、 実 
業界 の 大 物 等 、 特 に 星 製 薬 の 星 一 氏 は 構 崎 先生 の 財政 支援 され た 方 で す が 、 そ うい う 
グル ー プ の 方 が ここ で 研究 され て いた 」 な ど と 述べ て いる 。 こ の よう な こと か ら す れ 
ば 、「 完 全 に 地下 に 潜伏 し た 」 と か 「 一 切 の 援助 を 断っ た 」 と いう こと で な いこ と は 明 
ら か で ある 。 


[第 7 号 : 115-1161 に よる と 、 構 崎 の グル ー プ で ある 化成 会 は 、 植 物 生育 の 基本 条 
件 で ある 大 地 ・ 大 気 の 電気 と 植物 の 生存 条件 の 関連 、 地 球 の 気象 条件 、 植 物 の 電気 生 
理 な ど 、 天 然 自然 の 物性 に 関す る 理学 的 基礎 研究 に 基づく も の だ っ た と いう 。 

[第 7 号 : 114-115! に よる と 、 星 は 全国 の 農業 指導 者 の 再 教育 を 図る こと を 目的 に 、 
千葉 県 析 市 に あっ た 高射 砲 隊 の 跡地 を 校舎 と し て 農業 技術 学校 を 建設 し て いる 。 所 長 
に は 「 八 木 博 士 @」 を 、 顧問 に は 「 和 田 工大 総長 4」 を 迎え 、 構 崎 ら を 教師 と し 、 各 県 
か ら 2 名 の 知事 推薦 者 を 集め た と いう 。 た だ し それ が 何 年 の こと で 、 何 と いう 名 称 の 
学校 で や っ た か な ど 、 詳 細 は 不明 で ある 4?。 

[ミキ た ん まい 工房 ウェ ブサ イト ] の 「 楠 崎 持 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に は 、「 昭 和 28 
年 (1948) 星 製 薬 を 離れ 、 全 国 の 大 地 電位 の 分 布 実測 調査 に 踏み 切る 。 (3 年 間 で 
17,000 ヶ所 ) 」 と ある 433。「 星 製薬 を 離れ 」 と いう の は 、 こ れ ま で 拠点 と し て いた 「 星 
製薬 内 の 研究 所 で の 研究 を 中 断 し て 」 と いう 意味 で あろ うか %《。 

[第 4 号 : 1983-1941 に は 次 の よう に ある 。「・…・ 終 戦後 、 全 国 を まわ っ て 、 各 地 の 大 
地 電 気 を 測定 し て 歩き 、 実 地 の 多数 の デー タ に より 、 自 然 の 地形 の 『 相 似 象 』 に 気 づ 
き 、 双 、 古 代 か ら の 神社 や 、 霊 地 等 と い は れる 所 や 、 又 、 農 産物 の よく 出来 る 田畑 な 
ど が 、 例外 な く 、 非常 に 高 電 位 で ある 事 を 知っ た の で ある 。( そ の よう な 優勢 知 に 住む 


40 「 八 木 博士 」 と ある の は 、 八 木 秀 次 工学 博士 の こと で あろ うか 。 八 木 は 東京 工業 大 
学 学長 を 務め て お り 、 続 いて 名 前 の 出る 和田 (和田 小 太 の こと だ と 考え られ る 。 次 注 
参照 ) の 前 任 者 だ っ た 。1946 年 に 大 阪 帝国 大 学 総長 と な っ て いる が 、GHGQ の 公職 追 
放 指定 を 受け て 辞任 し て いる 。 

41 「 和 田 工大 総長 」 と ある の は 和田 小 太 の こと で 、 正しく は 「 和 田 東京 工業 大 学 学長 」 
の 姜 え られ る 。 

42 お そら く 1940 年 代 後半 の こと だ と 思わ れる が 、 後 述 す る 全国 の 大 地 電 位 の 調査 
(1948 年 か ら ?) と の 前 後 関係 は は っ きり し な い 。 と は いえ 、 高射 砲 隊 の 跡地 を 校舎 
と し た と いう 表現 か ら も 、 戦 後 間 も な い 時 期 だ と 推測 され る 。 ま た 前 述 の よう に 「 八 
木 博士 」 が 八木 小 太 だ と すれ ば 、 彼 が 大 阪 帝国 大 学 総長 を 辞任 し た 1946 年 か その 直 
後に 、 農 業 技術 学校 に 着任 し た 可能 性 が 高い と いえ る 。 な お 星 は 1951 年 に 死亡 し て 
いる か ら 、 そ れ 以 前 の こと で あろ 2。 

483 本 稿 3. 2 で も 述べ た と お り 、 構 崎 は カタ カム ナ と の 出会い 以前 に 、 後 の イヤ シロ チ 
に 相当 する 概念 を つか ん で いた らし い 。 

44 も し も 「 星 製 楽 の 援助 を 受け な い 」 と いう 意味 で あれ ば 、 本 稿 4. 6 で 述べ る 私 有 財 
産 の 換金 な どの 話 と は 矛盾 する こと に な る 。 ま た 1956 年 ご ろか ら 研 究 グ ルー プ に 加 
わっ た 松原 喜一 が 星 一 の 名 前 を 出し て いる こと か ら す れ ば 、 星 と の 関係 が 1948 年 に 
早く も 終わ っ て いた と は 考え に くい 。 


人 に は 長寿 者 が 多く 、 反 対 に 、 電 圧 の 劣勢 地 は 、 作 物 が み の ら ず 、 地 形 は 荒れ 、 建 物 
は いた み 、 人 体 に も 不健康 地 で 、 道 路 な ど は 、 い くら 修理 し て も 節 ち 破損 する こと が 
確か め ら れ た 。 現在 まで の 最高 記録 は 、 三 輸 神 社 ) 」 


4.5 平 十字 と カタ カム ナ 

新しい 農業 技術 に 関す る 研究 を 進め て いた 頃 、 槽 崎 に 人 生 の 転機 と いえ る 事件 が 起 
こる 。 平 十字 (ひら と うじ ) に よっ て も た ら さ れ た カタ カム ナ と 呼ば れる 文献 と の 出 
会 いで ある 。 
いわ ゆる 「 超 古代 史 」 に 関心 が ある 人 々 に よれ ば 、 日 本 に は 『 日 本 書 紀 』 や 『 古 事 
記 』 な ど よ り も 、 は る か に 古い 文献 $ が 存在 し 、 伝 えら れ て いる と いう 。 し ば し ば 名 
前 が あげ られ る も の に 、 ホ ツマ ツタ エ 、 ウ エ ツ フ ミ な ど が ある が 、 現 在 は カタ カム ナ 
も その 中 に 含め られ て いる 。 た だ し 、 こ れ ら の 文献 の 多く と 異な る の は 、 こ れ ら が 広 
義 の 歴史 書 で ある の に 対し 、 カ タカ ム ナ が 科学 書 と みな され て いる 点 で ある 。 

カタ カム ナ そ の も の に まつ わる 謎 が 多い の だ が 、 楠 崎 と カタ カム ナ と の 出会い に つ 
いて も 、 常 識 で は 理解 し が た い 点 が 多い 。 
[ 槽 崎 2006] 巻 末 の 「 著 者 略歴 」 に は 、「1950 年 『 植 物 波 農法 』 指導 開始 。 太 甲山 
中 で カタ カム ナ の 古い 文献 を 見 せら れ 筆 写 」 と ある 。 し か し [第 8 号 : 8 に は 次 の よう 
に ある 。「 さ て 、 カ タカ ム ナ 文献 と は 、 槽 崎 時 月 が 、 ま だ 戦後 の 混乱 期 の 昭和 24 年 初 
頭 、 兵 庫 県 六甲 山系 の 金 鳥山 の 頂上 に 在 る 俗称 狐 塚 (芦屋 道満 の 墓 ) の 辺 に て 、 偶 々 
会 ひ 得 た 平 十字 氏 よ り 、 カ タカ ム ナ の 御 神体 と し て 伝 へ られ た 巻物 に よる も の で あ 
る 。」 こ れ に よれ ば カタ カム ナ と の 出会い は 昭和 24 年 1949 年 と いう こと に な る 436@。 
槽 崎 と カタ カム ナ と の 出会い は 1949 年 また は 1950 年 の こと と され る こと が 多い が 、 
これ が 疑問 だ と する 意見 も ある 。 [ 阿 基 1981 : 49] は 、 槽 崎 の 娘 の 話 と し て 次 の よう に 
記し て いる 。「 確 か に 父 が 一 カ月 以上 も 行方 不明 と な っ て 捜索 願 を 出 そ う か と 騒ぎ に な 
っ た こと は あっ た 。 し か し それ は ( 槽 崎 の 金 鳥山 体験 の 年 と され る ) 昭和 24 て 25 年 
ころ で は な く 、30 一 81 年 ころ で あっ た 。」 こ れ が 正しい と すれ ば 、 カ タカ ム ナ と の 出 
会 い は 通説 より も 5 年 ほど 遅い 1955 て 1956 年 と いう こと に な る 。 

いずれ が 正しい か の 判断 は 保留 し て 、 楠 崎 が カタ カム ナ と 出会っ た 経緯 に つい て 見 
て お く こ と に し よう 。 [第 8 号 : 90-101] が 詳し い の で 、 そ れ に 基づい て 示す こと に す 


45 「 古 史 古 伝 」「 超 古代 文書 」 など と 総称 され る 。 

46 [ミキ た ん まい 工房 ウェ ブサ イト ] の 「 構 崎 皇 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に は 、「 昭 和 24 
年 (1949) 1 月 か ら 3 月 に か け て 兵庫 県 六甲 山 山系 の 金 鳥山 、 俗 称 狐 塚 付近 の 穴 居 
生活 中 に 平 十字 氏 と 出会う 」 と ある 。 


る 7。 

楠 崎 ら は 、 厳 し い 寒 さ の 中 で 2 ヵ月 以上 に わた っ て 穴 居 し て 調査 を 続け て いた 。 当 
時 は 今 の よう な キャ ンプ 用 具 も な か っ た た め 、 北 海道 や 満州 で の 経験 を 活か し て 穴 居 
の 場 を 選び 、 床 の 下 に 溝 を 彫り 、 練 炭 の 排気 を 床下 に 通す な ど し て 、 防 寒 の た め の 工 
夫 を し た と いう 。 

楠 崎 ら は 土地 の 習慣 に 従っ て 、 近 く の 狐 塚 に お 供え を を し て いた の だ が 、 そ の お 供え 
は すぐ に な く な っ て し まっ た 。 あ まり に 不思議 な の で 、 な る べく 取り に くい も の を 備 
えよ うと いう こと に な り 、 半 紙 に 水 館 を 塗っ て お いた の だ が 、 こ れ も ゃ 半紙 を 破 か ず に 
直 め ゆら れ て いた と いう 。 と は いえ 、 い くら 見 張っ て も お 供え を 食べ る 者 の 姿 は 見 えな 
い 。 後 の 話 に な る が 、 平 十字 は 構 崎 と 出会っ て か ら 、「 あ れ は オレ が や っ た ん だ 」 と 語 
っ た と いう 。 

や が て 金 鳥 山 付 近 に 穴 居 し て いた 構 崎 た ちの も と に 、 猟 師 姿 の 平 十字 が 訪れ る 。 平 
十字 は 、「 楠 崎 た ち が 妙 な も の を し か けた た め に 、 森 の 動物 た ち が 水 を 飲み に 行け な く 
な っ て 困っ て いる か ら 取 り 除 け 」 と いっ た 意味 の こと を 伝え る 。 翌 日 、 構 崎 た ち が 言 
われ た 通り に 取り 外す と 、 そ の 夜 、 再び 平 十字 が 訪れ 、「 お 前 た ち は 感 心 だ 」 と 労 を ね 
ぎら っ た 。 そし て 、 自 分 が 平 十字 と いう 名 前 で 、 父 は カタ カム ナ 神 社 の 宮司 だ と 言い 、 
古い 巻物 を 取り 出し て 見 せ た 。 そ の 巻物 は 代々 「 見 た ら 目 が 潰れ る 」 と 言わ れ て きた 
も の で 、 「 刀 の ツバ や 定紋 の 絵 だ ろう と 言っ た 学者 が あっ た が 、 そ ん な も の じゃ な いん 
だ 」 と 上 厳然 と し て 言っ た と いう 。 ま た 、 カ タカ ム ナ の 神 を 祀り 伝え る 家柄 は 平 (ひら ) 
家 と 食 (めし ) 家 で ある と も 語っ た と いう 。 
夷 崎 は 巻物 の 図像 を 見 て 、 か つて 満州 に お いて 薦 有 三 老 師 か ら 聞 いて いた 八 鏡 文字 
と いう 言葉 が ひら めき 、「 こ れ が 八 鏡 文字 で は な いか 」 と 考え て 写し 取 ろ うと いう 気 に 
な っ た 。 わ け も わか ら め ぬ 絵 を 写し 取る の は 大 変 な 苦労 で あり 、 最 初 は 2 つの 渦巻 き を 
写す の に 2 時 間 ほ どか か っ た と い 2 う 。 借り れ ば 写す こと も 比較 的 容易 で あっ た で あろ 
う が 、 ご 神体 で ある と いう 理由 で 借用 は 許さ れん な か っ た らし い 。 楠 崎 は 、 到 底 写 し 終 
わら な い の で お 宅 に 伺い た いと 申し 出る の だ が 、 「 険 し い 山道 は 大 変 だ か ら 」 と いう こ 
と で 、 そ れ 自 体 は 断ら れる 。 し か し 構 崎 が その 巻物 の 文字 (?) を 筆写 する た め に 、 
それ か ら 二 十 夜 に わた っ て 平 十字 が 通っ て き て くれ た と い う 。 楠 崎 が 書き 写し て いる 
間 、 平 十字 は 傍ら で 監視 を 続け て いた 。 そ し て 、 夜 の 白 む 前 に 、 ひ っ た くる よう に 人 巻 
物 を 持ち 去っ た と いう 。 

と は いえ 、 平 十字 が 訪れ る の は 常に 夜 と いう わけ で は な か っ た らし い 。 時 に は 昼間 


に 


47 楠 崎 と カタ カム ナ 文 献 と の 出会い に つい て は 多く の 本 に 記載 が ある が ([ 阿 基 米 得 
19811[ 深 野 一 幸 1993][ 船 井 幸 雄 20041 な ど ) 、 い ずれ も [第 8 号 : 90-101] を 始め と する 
『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 の 記述 に 基づい て いる と 見 られ る 。 


不意 に 現れ て 、 あ た り の 地形 を 説明 し 、 天孫 族 (天皇 の 祖先 ) と アン シア ・ ト ウ ア ン (⑦ 
タカ ム ナ の 神 を 祭る 一 族 の 主 ) と の 戦い を 語っ た と され て いる 

[第 8 号 : Il に は 次 の よう に ある 。「 な は ほ 、 日 下 私 達 (宇野 た ちの こと ・…・ 寺 有 
は 、 文 献 内 容 の 解読 に も っ ぱら 従事 し て 居る が 、 人 巻物 の 年 代 、 ア ジア と 、 芦 屋 の 地名 
の 関連 、 カ タカ ム ナ 神 を 祭る 平家 と 飯 家 等 々 に つい て 、 公 的 に 追 完 され る こと が 望ま 
し い 。 そ の 為 に は 、 私 達 の も っ て 居る 資料 は 、 よ ろ こ ん で 提供 する つも り で ある 。」 


4.6 横 崎 グル ー プ の 活動 

[第 7 号 : 115-116] に よる と 、 星 の 理想 に 対し て は 、 会 社内 部 や 組合 か ら 猛 反発 が あ 
っ た と いう 438。 やむなく 星 は 、 南 米 ペ ルー に あっ た 私 有 財 産 の 換金 を 決意 する 。 し か 
し 1951 年 、 ペ ルー に 渡る 途中 に 星 は ロサ ン ゼ ルス で 急逝 し て し まう 。 こ れ に より 構 
崎 グ レー プ は 孤立 する こと に な る が 、 そ の 後 は 自ら 研究 資金 を 工面 し て 実験 を 続け た 
2 の 

前 述 の よう に 、 終 戦 直 後に 槽 崎 は 、 彼 を 頼っ て くる 部 下 た ち を 収容 する た め に 、 習 
志野 の 軍用 地 の 払 い 下 げ を 受け 、 農 業 を や ら せ て いた 。 そ し て 改 郷 と 連絡 の つい た 者 
の 土地 は 槽 崎 が 買い 取り 、 帰 卿 の た め の 費 用 に 持た せ て いた 。 そ の 結果 、 構 崎 名 義 の 
土地 が 次 第 に 増え た わけ だ が 、 こ の 土地 が 後 年 高 勝 し た た め に 、 研 究 資金 の 調達 に 役 
立っ た と いう 39。 

[第 8 号 : 1271 に は 、 槽 崎 を 支え た 人 物 の 名 前 が 次 の よう に 記さ れ て いる 。 「 終 戦後 、 
秘密 組織 的 に 率い て きた 研究 家 グ ルー プ の 仲間 と 、 星 一 氏 、 辻 正信 氏 50、 植 物 波 農法 
時 代 の 同志 、 千 島 喜 久男 氏 51、 桜 沢 如 一 氏 52、 和 牛尾 盛 保 氏 88、 そ し て 、 小 坂 隆男 氏 54 ら 


48 [ 阿 基 1981 : 441 で は 、「 星 新 一 氏 は 、 自 分 が ちょ うど 父 の 仕事 を 手伝っ て いた 昭和 
24 年 ご ろ 、 構 崎 時 月 と いう 人 物 が いて 『 酒 に 電波 を か け て お いし くす る 』 と いっ た 交 

の 研究 を し て いた こと を 覚え て いる 、 と いう 。 社 内 で は あん な 奇妙 な 研究 に 金 を 出し 
て も ムダ だ と 批判 する 者 が 多かっ た そう で ある 」 と 記さ れ て いる 。 た だ し 、 こ の 星 新 
ーー の 発言 に つい て は 出典 が 記さ れ て いな い 。 

49 [第 8 号 : 10]。 

50 元 陸軍 大 佐 で 、 戦後 は 参議 院 議員 を 務め 、 ラ オス で 謎 の 失 貴 を 遂げ た 辻 政 信 の こと 
らし い 。[ 阿 基 1981 : 32|1 に よれ ば 、 槽 崎 は 「 ラ オス で 謎 の 失 忠 を 遂げ た 国会 議員 、 辻 
政信 の 主宰 する 自衛 同 盟 と いう 右 寄 り の 団体 の 中 央 委員 で あっ た 」 と し て いる 。 

51 岐阜 大 学 教育 学部 生物 学 主任 を 務め た 千島 喜久 男 と み ら れ る 。 生物 の 自然 発生 や 腸 
造血 説 な ど を 含む 、 い わ ゆ る 「 千 島 学 説 」 の 提唱 者 で あり 、 従 来 の 生物 学 と 真っ 向 か 
ら 対 立 し た 。 次 に 名 前 が 挙げ られ て いり 桜 沢 如 一 も 千島 学説 の 支持 者 で あっ た 。[ 阿 基 
1981 : 181-1821 に よれ ば 、 千島 喜久 男 全集 の 発刊 に 合わ せ て 雑誌 に 掲載 され た 記事 の 


の 心 あ る 考古 物理 学 聴 講 者 、 及 び 、 唯 一 人 の 妹 、 羽 田 寿美 子 氏 と 、 私 共 相 似 象 学 の 弟 
子 の み が 、 僅 か に 彼 を 支え て 来 た 。、」 この うち (少なくとも) 千島 豆 和久 男 や 桜沢 如 一 は 、 
学問 の 世界 の 常識 と は 真っ 向 か ら 対立 する 主張 を し た 人 物 で あり 、 そ の 点 で は 楠 崎 と 
共感 する 部 分 が あっ た こと は 十分 に 推測 で きる 。 

[ 槽 崎 研究 所 ウェ ブサ イト ] の 松原 喜一 に よる 述懐 に よれ ば 、 1951 て 1952 年 ご ろ 、 構 
崎 は 東京 方 面 で 食糧 増 産 推進 」 講演 会 を 開催 し て いた と いう 。 そし て 1953 年 秋 頃 、 
松原 は 東京 の 教育 文化 会 館 で の 講演 会 で 化成 協会 主催 の 「 食 糧 増産 推進 セミ ナー」 と 
いう 講演 会 に 出席 し て 、 初め て 槽 崎 と 会 っ て いる 。 「 植 物 波 農法 は 既に 出来 上 お っ て い 
て 、 本 当 に 普及 で きる か どう か と いう 時 期 で し た 。 参加 者 は 150 て 160 人 くら いで 、 
先生 の 顔見知り の 方 を 集め られ て お られ た と いう 感じ で し た 」 と ある 。 

また 「 当 時 、 神 田神 保 町 の 東京 大 学 に 向かっ て 右側 に あっ た 家 を 化成 協会 事務 所 と 
し て 借り て 活動 され て いま し た 55。 化 成 会 の 人 達 が 集まっ て 研究 し て いた こと を 覚え 
て いま す 。 “生物 の 変化 生成 で 成長 する "と いう 原語 を 略し て 名 づけ られ た “化成 会 "の 


中 で 、「 新 理論 に 期待 する 槽 崎 氏 の 見 解 」 と し て 模 崎 自身 に よる 文章 が 掲載 され て いる 。 
52 マク ロビ オ テ ィ ッ ク の 創始 者 と し て 知ら れる 人 物 だ と 見 られ る 。 カタ カム ナ 文 献 に 
は 原子 転換 の こと が 記さ れ て いる と いう が 、 桜 沢 は 原子 転換 の 研究 者 で ある ルイ ・ ケ 
ル ヴ ラ ン に 大 き な 影 響 を 与え て お り 、 彼 の 著書 を 日 本 語 に 訳し て いる ([ ケ ル ヴ ラ ン 
1962][ ケ ル ヴ ラ ン 1963])。 ま た 桜沢 自身 が 原子 転換 に つい て 研究 し て いる 。 な お [ 阿 
基 1981 : 175l| に よれ ば 、 桜沢 は 楠 崎 ら を 招へい し て 、 本 格 的 な 原子 物理 学 の 研究 セン 
グー を 訂 立 し よう と 考え で い 沢 まい う 。 

53 医学 博士 で 厚生 荘 病院 院長 を 務め た 人 物 だ と 見 られ る 。 後述 する よう に 、[ 第 8 号 : 
145-146] に は 、 宇 野 た ち が 和 牛尾 盛 保 の 病院 に 特別 室 を 用 意 し て 、 構 崎 を 入院 させ よう 
と し た こと が 記さ れ て いる 。 ま た [第 8 号 : 2281| に は 、 和 牛尾 盛 保 が 「 入 院 の 腰 請 に 赴 い 
た 」 と 記さ れ て いる 。 

54 どの よう な 人 物 で ある か 不明 。「 小 坂 隆男 氏 ら の 心 あ る 考古 物理 学 聴講 者 」 と いう 
表現 か ら は 、「 考 古物 理学 者 」 の 1 人 と も 見 られ る が 、 後述 する よう に [第 8 号 :145 
に は 、「 万 策 尽き 、 絶望 的 な 状態 に あっ た 時 、 た また ま 、 小坂 隆男 氏 の 尽力 に より 服用 
され た 特殊 楽 が 効 を 奏し ・‥・」 と ある の で 、 医 学 あ る い は 薬学 の 関係 者 で ある 可能 性 
も ある 。 

55 [ 構 崎 研究 所 ウェ ブサ イト ] の 松原 喜一 に よる 述懐 に よれ ば 、 そ の 事務 所 に は 様々 な 
機械 を 作る 部 屋 や 事務 所 が あり 、 化 成 会 の 人 達 ば か り で な く 、 様 々 な グル ー プ の 方 が 
集まっ て 研修 する 部 屋 な ど 8 明 間 の 部 屋 が 5 部 屋 く らい あり 、 か な り 広 か っ た らし い 。 
その 頃 、 三 鷹 に すご い 事 業 所 が あり 、 今 の 新日鉄 、 当 時 の 日 本 重工 業 の 研究 グル ー プ 
の 人 達 も ここ で 裏づけ の 研究 を や っ て いた と い 2 う 。 


人 達 は 。 それ は 、 そ れ は すご い メ ン バ ー で 化け 物 の よう な 方 達 ば か り で 僕達 で は 一 言 
も 話 が で き な い 方 ば か り で す よ 。 大 変 な 人 脈 で 、 政治 家 、 大 学 教授 、 実業 界 の 大 物 等 、 
特に 星 製 薬 の 星 一 氏 は 槽 崎 先 生 の 財政 支援 され た 方 で す が 、 そ うい う グ ルー プ の 方 が 
ここ で 研究 され て いた 」 と ある 56。 そ し て イン タ ビュ アー の 言葉 と し て 「 そ の 頃 、 松 
原 さ ん は 楠 崎 先 生 を は じ め 化 成 会 の 人 達 の こと を “これ まで 軍隊 の 教育 を 受け て いた 
体験 か ら 、 何と すご いこ と を 考え て いる 人 達 だ な あ " と 感じ て いた と いう 」 と 続い て い 
る 。 

[第 7 号 : 115-116] に は 、1955 (昭和 80) 年 に 研究 成果 の 一 部 を 植物 波 農法 と し て 
発表 し た と ある 。 し か し [ミキ た ん まい 工房 ウェ ブサ イト ] の 「 槽 崎 持 月 氏 の プロ フィ 
ー ル 」 に は 、「 昭 和 25 年 (1950) 「 植 物流 農法 」 の 指導 を 始め る 」 と ある 57。 

植物 波 農法 は 、 一 時 的 に は か な り の 影響 を 与え た らし い 。| 阿 基 1981 :861 に よる と 、 
1956 年 に 新 日 本 文学 会 が 第 1 回 農民 文学 賞 を 募集 し た 時 の 入選 作 に 『 燃 焼 』 と いう 
小説 が ある 。 東京 の 町 田 市 周辺 で 実際 に 起こ っ た 「 波 農法 」 事 件 を 純朴 な 左翼 青年 の 
目 を 通し て 描い た 作品 だ が 、 こ の 波 農 法 と は 、 構 崎 が 提案 し た 植物 波 農法 の こと だ と 
いう 。 植物 波 農法 は 一 時 的 に か な り の 広がり を 見 せ た が 、 そ の 際 に 政治 的 に 左翼 と 結 
び 付 く こ と も あれ ば 58、 右 翼 と 結び 付く こと も あっ た らし い 59。 

と は いえ 、 植物 波 農法 の 拡大 が 一 時 的 な も の に 終わ っ て し まっ た 理由 に つい て [第 7 
号 : 115-116] で は 、 化 学 肥料 や 農薬 の 使用 に よる 多 収 穫 農 法 を 推進 し た 農林 省 側 の 方 
針 と の 対立 や 、 新 聞 や 警察 を あげ て の 強引 な 幣 圧 な ど を あげ て いる 。 [ 阿 基 1981 : 48] 
は 、 右 田 と 左翼 の 対立 に 巻き 込ま れ た 植物 波 農法 の 行方 に つい て 、「 や が て 国 と 化学 資 
本 の 推進 する 近代 農法 に 両方 と も 駆逐 され て し まう の で ある 」 と し て いる 。[ 阿 基 
1981 : 1221 に は さら に 次 の よう に 述べ られ て いる 。「 昭 和 30 年 当時 か な り の 支持 を 得 
た は ず の 植物 波 農法 が 、 あ っ と いう 間 に つ ぶれ て し まっ た の は 、 な に も 官憲 左翼 系 
農民 の 妨害 の せい ば か り で は な い 。 農民 た ち が 多 収穫 を あせ る あま り 目 先 の 小さ な 技 
術 に の み と ら われ て し まっ た こと に ある と 考え られ る 。」「 槽 崎 が 各地 を まわ っ て 直接 


56 この 内 容 は 化成 会 に つい て 、 時 期 を 特定 せ ず に 紹介 し た も の と 捉え る べき で あろ 2 う 。 
星 一 は 1951 年 に 死亡 し て いる の で 、 松 原 が 研究 に 加わ っ た と 思わ れる 1956 て 1957 
年 当時 の 状況 で ある と は 考え られ な い 。 

57 「 発 表 」 以 前 に 「 指 導 」 が 開始 され て いた と は 考え に くい 。 も し も 後者 が 正しい と 
する な ら ば 、 一 部 の 研究 成果 の 発表 は 1950 年 また は それ 以前 と いう こと に な る だ ろ 
8 

58 |[ 阿 基 1981 : 28-40] で は 具体 的 に 左翼 と の 関係 を 指摘 し て いる 。 

59 |[ 阿 基 1981 : 40-431 に よれ ば 、 日 本 共産 党 ら が 支持 し た ミチ ュー リン 農法 に 対抗 す 
る も の と し て 、 右 翼 が 持ち 出し た の が 植物 波 農法 だ っ た と いう 。 


指導 し て いる 間 は 、 ま だ よかっ た ろう 。 し か し 官 坪 に よっ て ピラ ミッ ド の 頂点 の 首 が 
ハネ られ 構 崎 の 行動 に 圧力 が か か っ た と き 、 組 織 は た ちら まち 総 く ずれ と な っ た 。・…・ 
ほとん どの 中 間 の 指導 者 が その 根本 原理 を 把 め て いな か っ た の で ある 。」 
[ 棋 崎 研究 所 ウェ ブサ イト ] の 松原 喜一 に よる 述懐 に は 次 の よう に ある 。 な お 、 こ 
内 容 は 1956 て 1957 年 ご ろか 、 そ れ 以 降 の こと と 考え られ る 60。 

その 後 、3 年 後 頃 か ら 私 は 化成 協会 事務 所 に 出入 りす る よう に な り ま し た が 、 構 
崎 先 生 は その 当時 は 食糧 増産 を 命がけ で や っ て お られ まし た 。 

最初 は お 手伝い か ら は じ め ま し た が 、 僕 が 獣医 師 で ある と いう こと か ら 、 僕 に 番 
産 事 業 推進 を 考え て 『 卵 の 黄身 を 2 つ 作 る 方 法 が ある か ら や っ て みろ ! 』 と いわ れ 
実験 し た こと が あり ます 。 先 生 の 指導 どう り に や っ て みた ら 本 当 に 黄身 が 2 つ あ る 
卵 が で きる 。 そ の と お り で きる ん で す よ 。 い や は や 、 驚 きま し た よ 。 ・…*…・ 『 で も 
先生 、 こ れ で は 商品 と し て は 売れ ませ ん よ 「! 』 と いう と 、 先 生 は 『 加 工 し て 売れ ば 
よい 』 と お っ し ゃ る 。 そ の と お りな ん で すね 。 カ ステ ラ な どの 原材料 と し て 使用 す 
れ ば 黄身 の 多い お いし い カ ステ ラ が た くさ ん で きる 。 今 で も 上 の 養鶏 場 で 実際 に 黄 
身 が 2 つ あ る 卵 を 採 久 さ せ て いま す よ 。 そ の 他 、 豚 、 に わ と り 、 犬 な どの 健康 管理 
に 関す る 実験 や 穀類 、 野 菜 、 果 物 等 の 鮮度 対象 実験 な ども お 手伝い し まし た 。 

その 頃 、 化 成 会 の 仲間 の 方 で 人 体 波 健康 法 の 研究 を し て お られ た 海軍 出身 の 医師 
の 徳永 さん 、 林 さん と 構 崎 先生 と が よく お 話 を し て いた の を 覚え て いま す 。 

これ に 続い て イン タ ヴ ュ ア ー の 言葉 と し て 、「 松 原 さ ん の 思い 出 話 か ら 、『 静 電 三 法 』 
の 背景 に は 、 戦 後 の 復興 に か けた 日 本 人 の 英知 を 結集 し た 壮大 な 研究 グル ー プ の 存在 
が 垣間見 られ る 」 と 記さ れ て いる 

[ミキ た ん まい 工房 ウェ ブサ イト ] の 「 構 崎 時 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に は 、「 昭 和 82 
年 (1957) 『 技 術 専修 養成 講座 』 全国 静 電 研 究 連 合 会 を 発足 する 」 と あり 、 こ の 講 
座 の テキ スト が 『 区 電 三 法 』 で あっ た と 考え られ る 。 
[ 村 崎 2006] 巻 末 の 「 著 者 略歴 」 に は 、「1958 年 『 欧 電 三 法 』 発刊 。 静 電 研 
日 隊 に:e の に の 7 の DP の 
「 楠 崎 皇 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に も 、「 昭 和 33 年 (1958) 『 苑 電 三 法 技術 専修 員 用 
テキ スト 』( 西 物流 農法 、 物 質 変成 法 、 診 誠 健康 法 ) 先 人 と あり 、 続 いて 「 昭 和 
85 年 (1960) 『 宇 宙 対 向 式 静 電圧 印可 用 電源 装置 取扱 要項 』 (特殊 静 電 処 理 機 ) 発 
行 」 と ある 81。 


60 引用 の 冒頭 に 「 そ の 後 、3 年 頃 か ら 」 と ある が 、 松 原 が 槽 崎 と 出会っ た の が 1953 
年 の 秋 頃 と され て いる の で 、 お お よそ 1956 年 の 秋 頃 か それ 以降 の こと だ と 考え られ 
9 

e1 最近 、 イ ヤシ ロ チ に 関す る 情報 を 積極 的 に 発信 し て いる 船井 幸雄 は 、1960 年 ご ろ 


5 相似 象 学会 晩年 (1960 年 ご ろ て 1974 年 ご ろ ) 

5. 1 カタ カム ナ 文 献 の 解読 
槽 崎 が 、 い つ 頃 か ら カ タカ ム ナ 文献 の 解読 に 本 格 的 に 取り 組ん だ の か に つい て は 、 
具体 的 な 手掛かり が な い 。 前述 の よう に 、 平 十字 と 出会っ て カタ カム ナ 文 献 を 筆写 し 
た の は 一 般 に は 1949 て 1950 年 ご - ろ と され て いる が 、 構 崎 の 娘 の 発言 に 基づい て 1955 
て 1956 年 ご で ろ の こと だ と 推定 する 説 も ある 。 他 に 手がかり が な いた め 、 いずれ が 正 し 
い の か を 判断 する こと は 困難 だ が 、 カ タカ ム ナ 文字 と 呼ば れる 特殊 な 文字 を 筆写 し て 
すぐ に 解読 で きた わけ で は な いら し い 。 
数 少な い 手がかり の 1 つ だ が 、[ 楠 崎 2006] 巻 末 の 「 著 者 略歴 」 に は 「1964 年 カ 
タカ ム ナ 図像 の 解読 、 考 古物 理学 の 研究 を 本 格 的 に 始め る 」 と ある 。 ま た [ミキ た ん ま 
い 工 房 ウ ェ ブ サイ ト ] の 「 楠 崎 持 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に は 、「 昭 和 41 年 (1966) PB 
本 の 第 一 次 文明 期 の 特徴 6』 < 従来 の 沈黙 を 破り 、 昭 和 19 年 て 24 年 に 得 た 先住 古代 
文明 (カタ カム ナ ) の 知識 に つい て 語り 始め る > 」 と ある 。 続い て 「 昭 和 48 年 (1968) 
「 古 事 記 」 等 の 古文 書 の 読解 を 始め る 」 と ある 。 

いずれ に せよ 、 解読 は 1960 年 代 の 中 盤 以降 と いう こと に な る が 、1950 年 代 の 後半 
は 植物 波 農法 の 普及 に 尽力 し て いた と 見 られ る の で 、 カ タカ ム ナ 文献 の 解読 が 1960 
年 代 ま で 持ち 越 さ れ た と 考え る の は 、 無 理 な 解 息 で は な いで あろ 2 う 。 
時 期 は 不明 だ が 、 そ の 後 、 楠 崎 は カタ カム ナ の 一 通り の 解読 に 成功 し た と され て い 
る 。 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 に は 、 構 崎 が 筆写 し た カタ カム ナ の 文字 が 掲載 され 、 そ 
の 読み 方 が 示さ れ た 上 で 解説 も な され て いる 
科 が 示 に た の 以 沈 お 光 の 光 の 開 み お は 実は 一 通り で は な く 、 一 つの 文字 に 対 
し て 複数 の 読み 方 が 可能 と な る 。 従 っ て 、 そ の 解読 方 法 が 正しい か どう か に つい て 判 
断 す る の は 非常 に 難し い 。 と は いえ 、 槽 崎 は その 後 も この カタ カム ナ を 極め て 重視 し 
て お り 、 そ の 姿勢 は 一 貫 し て いる 。 


5. 2 後継 者 探し 
カタ カム ナ 文 献 の 一 応 の 解読 を 成し遂げ た の が 1960 年 代 だ と する と 、 楠 崎 は 60 代 
に な っ て いる 。 解読 の 成果 が 大 きい も の で あり 、 ま た 大 い に 役 立つ も の だ と 考え た 構 
崎 は 、 そ の 内 容 を 伝え る べき 後継 者 を 探す 方 法 を 考え を たら しい 。 カ タカ ム ナ 文献 の 内 


に カタ カム ナ と 負 会 っ た と し て いる の で 、 ち ょ うど この 頃 と いう こと に な る 。 な お 、 
船井 の イヤ シロ チ 論 に つい て は [ 寺 石 2009] を 参照 。 

e2 前 の か ぎ か っ こ (『) は 原文 に つい て いな い 。 な お 原文 で は 、 かぎ かっ こ は 一 重 。「E 
本 の 第 一 次 文明 期 の 特徴 」 と ある の は 書名 で あろ うか 。 


容 は 一 般 常 識 と 大 きく か け 離 れ て お り 、 ま た 知 的 理解 だ け で は 及ば な い 点 も 少な く な 

IIcI1cltScltl+l1+1t$0 
め に 時 間 が か か る こと を 考え る と 、 で きる だ け 早 く 見 つけ る 必要 も 感じ て いた で あ 

時 給 か ら 言 えば 、 楠 崎 が 後継 者 と し て 見 出し た の は 、 宇 野 多 美恵 で あっ た 。 

[第 8 号 : 221 に よれ ば 、 自 ら の 死期 を 悟っ た 構 崎 は 、 カ タカ ム ナ の 直観 物理 の 仕上 
げ と 伝授 の た め に 集中 する こと を 決意 し 、 長 年 の 科学 技術 の 指導 か ら は 一 切 離 れる こ 
と を 誓っ て いた と い う 。 

[第 8 号 : 149| に よる と 83、 槽 崎 は 1969 年 に 文部 省 教 育 会 館 で 連続 講演 会 を 開く 。 
ここ で 、 長 年 に わた る 研究 の 成果 の 一 端 を 発表 する こと に な る の だ が 、 実 は これ は 
広く 後継 者 を 求め る た め に し か けた 網 で も あっ た と いう 。 し か し 、 期 待 に 応え る 人 物 
は な か な か 得 ら れ な か っ た 。 

この 連続 講演 会 の 第 6 回 目 に 演 壇 に 立っ た 彼 は 、「 い つ に な い 強 い 電 圧 」 を 感じ 、 
それ を 発し て いる 女性 の 姿 を 認め る こと に な る 。 こ の 女性 が 、 彼 の 後継 者 と され 、 ま 
た 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 の 文章 の 大 部 分 を 事実 上 、 執 筆 し て いた 宇野 多 美恵 で あ 
っ た 。 槽 崎 は 帰り の エレ ベー ター の 中 で 再び 宇野 に 会 う の だ が 、 彼 女 か ら 即 答 に 秋 す 
る 3 つの 質問 を 受け 、 衝 撃 を 覚え を た と いう 。 彼 は その 時 の ひら めき で 、 宇 野 を 後継 者 

(「 実 験 の 相手 」 と いう 表現 を 用 いて いる ) と する こと を 決断 する 。 こ うし て 後継 者 が 
得 ら れ た こと か ら 、 構 崎 は その 時 点 で 連続 講演 を 打ち 切っ て し ま う 。 実際 に 、 そ の 時 
点 で 連続 講演 を 打ち 切っ た の だ と すれ ば 、 こ の 講演 が 後継 者 を 探す た め の も の で あっ 
た こと を 端的 に 物語 っ て いる と 考え て よい で あろ 2 う 64。 

『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 を 発行 し て きた 相似 象 学会 と は 、 も と も と は 、 こ の 宇野 
を 中 心 と し た 婦人 た ちの 部 門 (グル ー プ ) で あっ た 。 当初 は 婦人 た ちの 部 門 だ け で な 
な く 、8 部 門 (それ ぞ れ の 部 門 を 「 天 然 会 66」 と 称す る ) が 結成 され る 予定 に な っ て 
お り 、 婦 人 部 門 は その 8 部 門 の 中 の 1 つ で し か な か っ た 。 し か し 現実 に は 、 他 の 7 部 
門 は 活動 を 起こ さなか っ た こと か ら 、 結 果 と し て 動き 出し た の が 婦人 部 門 だ け だ っ た 


68 他 の 大 半 の 号 と 同様 、 第 8 号 も 宇野 の 執筆 と 見 られ る 。 構 崎 が 宇野 を 見 出し 、 後継 
者 と し た 経緯 が 、 宇 野本 人 に よっ て 語ら れ て いる と いう 意味 で は 、 他 の 事柄 以上 に 客 
観 性 に 欠け る こと は 否め な い 。 し か し 他 の 資料 が 存在 し な いた め 、 第 8 号 に 頼ら ざる 
を 得 な いと いう 事情 も ある 。 
64 [ミキ た ん まい 工房 ウェ ブサ イト ] の 「 構 崎 時 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に は 、「 昭 和 44 
年 (1969) 12 月 4 日 宇野 多 美江 恵 女史 と 出会う ) と ある 。 
BN 一 般 に 「 自 然 科 学 」 な ど に 使わ れ て いる 「 自 然 」 
に お お よそ 相当 する と いっ て も 差し 支え な いで あろ う 。 た だ し 、 そ こ に 込め られ て い 
る ニュ アン ス は 、 一 般 の 理解 と は 大 きく 異な る 。 


の だ と いう 66。 ち な み に 、 予定 され て いた 8 部 門 と は 、 ①) 考 古物 理 (カタ カム ナ 文 献 ) 
研究 、⑫ 生 化学 (人 体 波 健康 法 ) 研究 、(⑬) 天 然 農 法 (植物 波 農法 ) 研究 、(④ 天 然 食 
研究 、(5) 情 報 整 序 作業 、(6) 特 殊 技術 研究 スト ッ ク 、(⑦ 図 書 整理 、 機 関 誌 発行 、 そ し 
て (⑧@ 婦 人 部 門 で ある 。 こ れ ら 天然 会 の 発足 は 、1970 年 の こと だ っ た らし い 67。 

と は いえ 、 他 の 7 部 門 は 「 活 動 を 起こ さなか っ た 」 わ け で は な く 、 実 は 当初 か ら 、 
本 当 に 立ち 上 げ よ う (活動 を 起こ そう ) と し た の は 婦人 部 門 だ け だ っ た か の よう な 記 
述 も 見 られ る 。 そ れ に よれ ば 、 槽 崎 は 、 自 ら が 女性 を 後継 者 と し て 選ん だ こと に つい 
て 周囲 の 誤解 を 避け る た め 、 上 記 の よう な 8 部 門 (天然 会 ) を 結成 する と いう 大 芝居 
を 打っ た の だ と いう 68。 

この 婦人 部 門 は 、 中 心 人 物 で ある 宇野 の 名 前 を と っ て 宇野 天然 会 と 称し た 。 この 宇 
野天 然 会 が 1970 年 に 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 を 創刊 し 、 第 3 号 発 行 に 際 し て 相似 
象 学会 に 改称 し た らし い 6@9。 そ し て この 際 に 、 会 員 は 婦人 に 限ら れ な く な っ た も の と 
見 られ る 。 初期 の 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 で は 、「 婦 人 」「 女 性 」 と いっ た 言葉 を 多 
く 目 に し 、 事 情 を 知ら な い 者 を 驚か せる こと に な る が 、 こ れ は 会 の 成り 立ち を 考慮 す 
は ほ 、。 しろ 当 維 の こと だ と いん る 。 


66 | 第 8 号 :7 計 11, 
67 [ミキ た ん まい 工房 ウェ ブサ イト ] の 「 構 崎 持 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に は 、「 昭 和 45 
年 (1970) 6 月 11 日 企画 され た 単位 ご と の 「 天 然 会 」 を 発足 」 と ある 。 
68 [第 8 号 : 150|。 
69 第 8 号 を 読む と 、「 宇 野天 然 会 」 が 会 誌 を 発行 し 、 第 2 号 発刊 を 機会 に 「 相 似 象 学 
会 」 に 改称 し た と 記さ れ て いる (([ 第 8 号 : 7| )。 実際 に 筆者 の 所 有する 第 2 号 (第 8 
版 、2005 年 5 月 9 日 発行 ) の 奥 書 を 見 る と 、 編 集 者 ・ 発 行者 は 宇野 多 美恵 、 発 行 所 
は 相似 象 学会 事務 局 と な っ て いる 。 (再版 の 際 に 、「 か な づか い 」 を 第 7 号 に 準じ て 改 
め た こと も 記さ れ て いる ([ 第 2 号 : 1521)。 

し か し [第 8 号 : 170| (編集 後記 ) に は 、「 な ほ 、 私 達 は 昨年 10 月 、 女 性 の 勉強 会 
(宇野 天然 会 ) と し て 発足 し た が 、 会 誌 第 3 号 か ら 、「 相 似 象 学 会 」 に 、 発 展 的 に 改 
称し た 」 と あり 、 こ れ に 従え ば 、 改 称 は 第 8 号 か ら の は ず で ある 。 

筆者 の 所 有する 創刊 号 を 見 る と 、 目 次 の 後に 「1970 年 10 月 宇野 天然 会 発行 」 の 
文字 が ある 。 ま た 第 2 号 の 目次 に も 「 宇 野天 然 会 」 と いう 文字 が 見 られ る こと か ら す 
れ ば 、 第 2 号 ま で が 宇野 天然 会 で あっ た 可能 性 が 高い 。 第 8 号 に ある 「 第 2 号 発 刊 を 
機会 に | は 、「 第 2 号 発 刊 後に |」 と いう 意味 で あろ う 。 

筆者 が 所 有する 第 2 号 の 版 で は 、 奥 書 が 変更 され た も の と 推測 され る 。 ま た 、 当 初 
は 記さ れ て いた 「 宇 野天 然 会 の 目的 と 規約 」 が 削除 され 、「 相 似 象 学会 に つい て 」 が 掲 
載 さ れ た も の と 推測 され る 。 


創刊 号 に 掲載 され て いる 「 宇 野天 然 会 の 目的 と 規約 」 に は 、「 宇 野天 然 会 は 、 専ら 婦 
人 を 対象 に し た 、 高 速度 教養 を 図る 相似 方 式 の 勉強 会 で やり ます 。 婦 人 の 知性 の 遅れ 
は 、 民 族 の 後進 性 に 連なる も の で 、 本 会 の 目的 は 、 知 的 水準 の 高い 母性 を 養成 する こ 
と に あり ます が ・」 な ど と 記さ れ て いる 。 そ し て 会 員 は 「 婦 人 」 に 限ら れ て お り 、 
男性 は 会 誌 の 講読 が で きる だ け と され て いた 。 

第 2 号 の 「 相 似 象 学会 に つい て 」 に お いて も 、「 本 会 は 、 会 誌 『 相 似 象 』 を 発刊 し 
知 的 水準 の 高い 母性 の 養成 に よっ て 、 民 族 の 優生 化 と 、 人 類 文化 の 軌道 修正 を 志す も 
の で あり ます 」 と し て お り 、 こ の 会 が 「 婦 人 」 の た め の 会 で や る こと が 明記 され て い 
る 。 た だ し 、「 会 員 は 婦人 に は 限り ませ ん 」 と いう 文 も 加え られ て いる 。 そ し て 宇野 は 
編集 後記 に お いて 「 人 間 の 勉強 に 、 本 来 、 男 女 の 差 が ある 管 は 無い 。 唯 、 私 達 は 、 自 

分 が 女 で ある 。 男 の 方 や 他人 を 教え よう と する の で は な く 、 先ず 、 自 人 自身 が 勉強 し 
まし ょ う 、 と いう 気持 ちな の で あっ て ・…」 と し て いる 


5.3 家族 
槽 崎 は 自分 自身 に つい て すら 多く を 語ら な か っ た らし く 、 ま し て や 家族 に つい て の 
情報 は 少な い 。 時 期 が 特定 で き な い 話 が 多い の だ が 、 こ こ で まとめ て 家族 に 関す る 情 
報 を 記し て お く 。 
楠 崎 が 結婚 し た 経緯 や 時 期 は 不明 で ある 。 し か し [第 8 号 : に よる と 、 構 崎 は 息子 
を 戦争 中 に 失っ て いる 。 また [第 8 号 : 89! に よれ ば 、 構 崎 が 満州 で 出会っ た 工 有 三 が 、 
横 崎 の 娘 に 会 っ て いる こと が 記さ れ て いる し 741、[ 阿 基 1981 : 46-481 に よれ ば 、 娘 は 満 
州 時 代 (1943 て 1945 年 ご ろ ) の 記憶 を も っ て いる 。 従っ て 、 槽 崎 が 結婚 し た の は 太 
平 洋 戦 争 の 開戦 昼前 だ っ た と 考え られ る 。 [第 8 号 : に よる と 、 妻 の 名 は 時 代 、 長 男 
は 朝 弥 、 長 女 は 広子 だ と いう 。 し か し [ 槽 崎 2006| の 「 発 刊 に あたっ て 」 に は 、「 石 田 
博子 (旧姓 構 崎 )」 (下線 は 寺 石 ) と 記さ れ て いる 

[結婚 生活 ある い は 家庭 生活 が 幸福 か 不幸 か 」 と いっ た こと を 、 他人 が うか が い 知 
る こと は 難し い 。 し か し 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 で は 、 構 崎 の 結婚 が 「 不 幸 」 だ っ 
人 具体 的 な 事例 が 示さ れ て いる 。 特に 強調 され て いる の は 、 家 族 が 構 崎 の 研 

に 対し て まっ た く 理 解 を 示さ な か っ た こと で ある 。 

。 也 8 号 : 102-1031 に は 、 構 崎 の 述懐 が 次 の よう に 記さ れ て いる 。「 無 駄 な こと に 大 


70 [第 2 号 : 151]。 

1 「 娘 の 供 へ た 手造り の 紙 人 形 を 、 老 師 ( 六 有 三 の こ と ・・・: 寺 石 注 ) は 敬意 を 表し て 
祭壇 の 天皇 位 に あげ て くれ た こと 。 子 ども 心 に 感激 し て 、 お 礼 に 日 本 の 歌 を 唄っ た 幼 
い 娘 の 頭 を な で な が ら 、 工 有三 は 目 を 細め 、 相 好 を く づ し て 豆 ん だ こと ・‥:」 な ど と 
記さ れ て いる (人 (| 第 8 号 : 89)。 


金 を 浪費 し 、 経 済 能力 が 無い 。 い つ ボ ロ を 出し 、 醒 態 を さら け 、 家 族 ま で 大 恥 を か か 
され る か と 思う と ゾ オ ッ と する 。 今 の うち ( こ 病 院 に 入れ た 方 が よい ・… ・ と いう 論理 で 、 
夫 の 欠陥 を カバ ー し て くれ て る 剣 幕 だ 。 研 究 グ ルー プ の 人 々 も 僕 の 精神 分 肌 を 助長 す 
る 一 味 と し て 蔵 み 、 満州 以来 の 部 下 の 出入 り ま で 禁じ て し まっ た 。」 槽 崎 は 、 実際 に 精 
神 病院 へ 行け ば 家族 の 言い 分 の 方 が 通っ て し まう だ ろう と 考え 、 以 後 は 抗弁 する こと 
20O で UL ま 2 と の 。 

[第 8 号 : 186]| に よれ ば 、 家族 は 槽 崎 の 書き か け の 原稿 を 捨て て し まう な ど 、 事実 と 
すれ ば 槽 崎 そ し て 彼 の 研究 に 対し て は 相当 に ひど い 扱 い を し て いた らし い 。 槽 崎 自身 
が 筆写 し た カタ カム ナ の 原本 な どの 貴重 な 資料 が 捨て られ た こと も あっ た と いう 7。 

家族 が 、 晩 年 の 槽 崎 に どの よう な 態度 を と っ た か に つい て は 、 次 項 (5. 4) を 参照 
の こと 。 な お 、 構 崎 の 妻 に つい て は 、 次 の よう な 記述 も ある 。 

[第 8 号 : 126| に は 、「 師 ( 横 崎 の こと ・‥・・ 寺 石 注 ) は 、 そ の 妻子 が 研究 家 の 家 族 と 
し て 全く 無理 解 な タイ プ で あっ た 事 を 折 に ふれ 嘆 じ て いた が 、 そ の 因 の 不幸 な 結婚 に 
つい て は 語ら な か っ た 。 師 の 語ら ぬ 事 を 診 索 する 気 の な か っ た 私 共 が 師 の 結婚 の 真相 
を 知っ た の は 逝去 後 の 事 で めも っ た 」 と ある 。 

[第 8 号 : 230] に は 、「 彼 は 一 児 を も うけ た 後 、 あ る 事情 か ら 、 夫 人 の 拒否 に あい 、 
個 来 、『 プ ラス の エン トロ ピー の 性 』 (セッ クス ) と は 縁 の な い 生 活 で あっ た 」 と ある 。 


5.4 晩年 
晩年 の 槽 崎 は 、 カ タカ ム ナ 研究 と その 成果 の 伝授 に 没頭 し て いた が 、 か つて の 科学 
技術 の 研究 を 再度 行 お うと いう 気持 ち も 持っ て いた 。 [第 8 号 : 221 に よれ ば 、 彼 を 昌 
主 と 仰 いで きた 部 下 た ちの 要請 を 抑え 切る こと は で きず 、 最 晩年 は 今 一 度 、 陣 頭 指揮 
に 立た ざる を 得 な い 気持 ち に な っ て いた と いう 。 
と は いえ 楠 崎 の 体調 は か な り 悪 く 、 思 う よ う に 行動 する こと は 難し か っ た と 見 られ 
る 。 [第 8 号 : 1521 に よれ ば 、 槽 崎 は 体調 が 悪い 中 、 自 宅 の あっ た 千葉 県 の 習志野 か ら 
相似 象 学会 の あっ た 渋谷 近く の 神泉 まで 通っ て 指導 を 続け た と い う 。 (自宅 で は 家人 の 
理解 が 得 ら れ な か っ た た め ら し い 。) 自宅 近く で 利用 し た 駅 も 、 最も 近い 津田 沼 駅 で は 
生ま 
彼 は 万 一 に 備え 、 胸 の ポケ ッ ト に は 電話 番号 を 書き 記 し た 名 刺 を 入れ て いた が 、 そ こ 
に 記さ れ て いた の NR で の 還 の の 
[第 8 与 :1161! に よれ ば 、 宇 野 が 槽 崎 に 最後 に 会 っ た の は 19783 年 11 月 22 日 の こと 。 
槽 崎 は 軽い 風邪 と の こと だ っ た が 、 そ の 後 8 ヵ月 の 間 、 病 に 伏せ る こと に な る 。 そ の 


2 [第 8 号 : 138601 に よれ ば 、 こ の 「 最 も 貴重 な 紙 層 」 は 、 槽 崎 の 晩年 に な っ て 構 崎 家 
の 物置 の 凌 人 工 肥 料 袋 0 こ 丸 め 込ま れ て いる の が 発見 され て いる 


間 、 宇 野 は 一 度 の 面会 も 許さ れ な か っ た と いう 。 

[第 8 号 : 145-146] に よれ ば 、 和 牛尾 盛 保 の 病院 73 に 特別 室 を 用 意 し て 、 楠 崎 を 入院 さ 
せよ うと し た の だ が 、 家 人 か ら 厳 し く 拒 否 さ れ た と いう 。 ま た 宇野 が 槽 崎 を 入院 させ 
る よう に 懇 請 し た が 、 家 人 か ら 拒 否 さ れ た と も 記さ れ て いる 

[第 8 号 : 236] に よれ ば 、 構 崎 の 妹 で ある 羽田 寿美 子 は 、 兄 を 入院 させ る よう に 家人 
に 月 請 し た が 、 や は り 家 人 は 拒否 し た と いう 。 そ の 状況 を 見 て 、 構 崎 は 「 人 事 を つく 
し て 天命 を まつ 」 の 心境 だ と 告げ た が 、 妹 は 「 ち っ と も 人 事 な ん か 、 つ くさ れ て いな 
じゃ な い の ?」 と 抗弁 し た と いう 。 

[第 8 号 : 145] に は 次 の よう に 記さ れ て いる 。 「 万 策 尽き 、 絶望 的 な 状態 に あっ た 時 、 
た また ま 、 小 坂 隆男 氏 74 の 尽力 に より 服用 され た 特殊 楽 が 効 を 奏し 、 師 は 自筆 の 礼状 
を 小坂 氏 に 送り 、 聞 き は 乗り 切れ た か に 見 え 、 私 共 も 菊 眉 を 開き か けた 事 が あっ た 。」 
し か し 、 十 分 に 回 復 す る こと は な か っ た らし い 。 

横 崎 の 死亡 は 、1974 年 7 月 31 日 午前 8 時 75。 75 歳 。 [第 8 号 : 145| に は 、 最 後 は 
呼吸 困難 と 記さ れ て いる 。 ま た [第 8 号 : 146] に は 、 死 因 は 老人 性 結 核 と ある 。 

[第 8 与 : 1161 に よれ ば 、 宇野 た ち 相 似 象 学会 の メン バー は 、 槽 崎 の 葬儀 に も 列席 さ 
せ て も ら え な か っ た と いう 。 


5.5 没後 
時 相似 象 学 Rh 1 電 還 WPS 槽 崎 の 没後 
、 相 似 象 学会 は 宇野 を 中 心 に 運営 され 、 構 崎 の 研究 成果 を 世に 問う て いく こと に な 
っ 

前 述 し た よう に 、 晩 年 の 槽 崎 は 、 か つて の 科学 技術 の 研究 を 再度 行 お うと いう 気持 
ちゃ も 持つ っ てい たら しい 。 そ れ は 彼 の 部 下 た ちの 希望 に よる も の で あっ た が 、 そ の 希望 
は 構 崎 の 死に よっ て 叶え られ な いも の と な っ て し まう 。 

[第 8 号 : 82] に は 次 の よう に 記さ れ て いる 7@。「 彼 ( 楠 崎 の こと ・…・・ 寺 石 注 ) の や り 
方 は 、 研究 テー マ に よっ て 、 グ ルー プ の 中 か ら 適 当 な 担当 者 を 決め 、 指 示 は 与え る が 


73 前 述 の よう に 、 和 牛尾 は 厚生 菩 病 院 院 長 を 務め た 人 物 と 見 られ る の で 、 厚生 荘 病院 の 
こと で あろ 2 う 。 

74 前 述 の よう に 、 ど の よう な 人 物 で ある か は 不明 だ が 、 こ の 文 か ら は 医学 ある い は 薬 
学 の 関係 者 の よう に も 理解 で きる 。 

75 [ 楠 崎 2006] 巻 末 の 「 著 者 略歴 」 に も 「1974 年 7 月 31 日 没 」 と ある 。[ ミ キ た ん 
まい 工房 ウェ ブサ イト ] の 「 槽 崎 持 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に も 、「 昭 和 49 年 (1974) 7 
月 31 日 75 歳 で 死去 、 生 涯 を 閉じ る 」 と ある 。 

76 一 部 は 前 出 。 


存 分 に 研究 させ 、 


トラ ブル を 起 さ ず 、 メ ン バ ー の 能力 を 最高 に 発揮 させ る 事 ( 


彼 一 人 が 全体 を 総括 し 、 必 要 以 外 ( 
た せな か っ た 。 (中略 ) 彼 一 人 が 表 に 立ち 、 全 責任 を 以 っ て 一 切 を 春 み こみ 、 


こ 、 メ ン バ ー 相 互 の 横 の 連絡 は も 


三 十 年 間 


こ 成功 し 、 最 も 能率 よく 研 


究 成 果 を あげ 得 た の で あっ た が 、 同 時 に 、 彼 の 死 と 共に 、 グ ルー プ の 機能 は 停止 し 、 
彼 の 特異 な 研究 の 全貌 は 知る 由 も な い 。」 
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